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肺結核症 ノニ三臨牀 的研究(第 一報)

肺結核症 ノ統計的臨牀觀察

盤學士 長 井 盛 至

内容項目

其 ノー 肋膜炎 ヲ経過 セル肺結核患者 二就 テ

其 ノニ 結核性家族病歴 ヲ有 スル肺結核患者 二就 テ

其 ノ三 喀血患者 二就 テ

共 ノ四 有熱肺結核患者 二就 テ

其 ノ五 肺結核症 ノ喀疲喀 出者 二就 テ

其 ノ六 開放性肺結核 患者二就 テ

緒 言

我國二於ケル肺結核 ノ統計的観察 テ試 ミタル文

献ハ決 シテ砂ヵラザ レドモ、之 テ臨躰的所見二

就キテ爲 シタルモノ稀ナ リ。依 テ余ハ神奈川縣

逗子町、湘南「サナ トリウム」(院長武久徳太郎)

二於 テ爲 シタル肺結核患者診療}ソ 経験 テ基礎

トシテ、臨躰的 二統計観察ラ試 ミタリ。

欧米 ト我國 トハ人種的艦質 ノ相異、風土及生活

様式等 ノ相違 ニヨリテ、肺結核 ノ統計的観察上

ニモ亦多少 ノ相違 モ有 リ得ベキナラン。而モ我

國ハ近年豫防醤學及治療署學 ノ進歩ニツレテ、

國民 ノ生活様式 モ衛生的二改善セラレ、又都市

ノ衛生施設モ段々 ト完備 シ、民衆 ノ衛生思想モ

亦 普 及 シ來 リタ ル テ以 テ、 肺 結 核 患 者 ノ統 計 的

観 察 モ將 二新 シキ認 識 ヨ リ出登 スル ノ必要 ア リ

ト信 ズ。

余 ノ調 査 セ ル 症 例 ハ435名 ノ肺 結 核 患 者 ニ シ

テ、 敦 レモ湘 南 「サナ ト リウム」二長 期 間 入院 加

療 シ、 経 過 テ充分 二観 察 シ得 タ ル モ ノニ シ テ、

在院 期 聞最 長4年 、最 短3ケ 月 ニ シテ李均 在 院

期 間 ハ約7ケ 月 二當 ル。 年 齢 ハ16歳 以 上63歳

迄 ノ男女 ニ シテ、 病 型 ハ滲 出 型 、 増 殖型 及混 合

型 等 凡 ユル型 テ網 羅 シ、 重 症 輕 症 ノ程 度 ヨ リ ミ

ル モー般 ノ夫 二比 シ特 別 ノ傾 向 テ認 メ ズ。

調査方法

A.病 型 分 類

病 者 ノ病 型 テ現 ハ ス ニ ハ 今 日種 々 ノ分 類 法 ア レ

ドモ、 敦 レモー 長 一 短 ア リテ ソ ノ選 揮 二迷 ハ シ

ム。 サ レバ余 ハ便 宜 上古 キ分 類 法 ナ レ ドモ大 艦

Turban-Gerhardt二 從 ヒ テ、1期 、ll期 及 皿期

二分 テ リ。

B。 膿 温

日本 人 ノ龍 温 ハ健 康 時 二於 テ1分 計 ニ テ腋 窩5

分 間検 温 ニ ヨ リテ最 高 振 氏36度4分 乃 至36度

6分 ナ ラ ンモ、弦 ニ ハ便 宜 上37度 以上 テ有 熱 者

ト見倣 セ リ。

C.喀 疲 量

患 者 ノ床 頭 毫 上 ニ ハ 含漱 「コ。プ」以 外 二喀 疾 ノ

ミテ容 ル ・所 謂 「疾 コップ」テ置 キ テ、 喀 擁 ハ 悉

クコ ノ容 器 内 二喀 出 セ シメ、毎 日 ノ喀 疾 ハ 「メ ス

チ リ ンデ ルJ=入 レ、唾 液 及 泡 沫 ヲ除 外 シ タル喀

疾 履 テ讃 ミテ定 量 ス。 斯 ク シテ全 経 過 中侮 日 ノ

咳 疾 量 テ測 定 シ、 ソ ノ檜 減 テ以 テ経 過 ノ良 否判

定 上 ノー 助 トナ セ リ。

D.結 核 菌 ノ検 出法

毎 月2同 以 上患 者 ノ喀 疾 テ チー ル氏 法 又 ハ 毛 ニ

ル、 ガベ,ト 氏 法 ニ ヨ リテ染 色 シ、結 核 菌 ノ検 索

テ ナ セ リ。 本 表 二記 載 セ ル 「ガ フ キー 」撒 ハ全経

過 中 ノ最 高 値 ナ リ。

E.赤 血球 沈 降速 度(BSR)

赤 血球 沈 降 速 度 へ 毎 月1同 患 者 ヨ リ探 血 シタ
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ル血 液 テバWestergren氏 法 二從 ヒテ、所 謂 中

等値 テ算 出 シ、 以 テ ソ ノ沈 降 値 トナ セ リ。 但 シ

患者 ヨ リ ノ探 血 ハ食前 ノ室 腹 時 テ選 ビ、 月経 時

前 ハ之 テ避 ケ、 實 験 時 ハ室 温 ノ低 カ ラザ ル様 注

意 テ彿 ヘ リ。 以 下 赤 血 球 沈 降 速 度(Blutk6rper-

chenSenkungsgeSchwindichkeitReaktion>

ラBSRナ ル略 字 ニ テ記載 スA""シ。 而 シテBSR

値 壇減 ノ表 示 ニハ 熊谷 内科 ノ規 定 テ参 照 シテ、

余 ハ

健常 値(n)1-4(女 ハ8迄 》

弱 度促 進(a)5(女 ハ9)一 一23

申等度 促 進Cb)24-55

強 度促 進(c)56以 上

ラ以 テ表 ハ セ リ。

F.喀 血及 ビ血疾

肺臓出血テ1眩二喀血 ト血庚 トニ分 チタルハ、是・

全 ク臨林實地上ノ便宜二基 クモノナリ。多 クノ

諸家 ハ悉 ク喀血下二縮括 スレドモ、臨林上 ソノ

及ボス影響ハ喀血 ト血疾 トニ於 テハ自ラ異ル塵

勘 カラサレバナリ。余 ハ以上 ノ諸錨 二準檬 シテ

次 ノ六項目二就 キテ論 ゼント欲 ス。

其 ノー、肋膜炎テ経過 セル肺結核患者二就 テ

其 ノニ、結核性家族病歴ラ有 スル肺結核患者 二

就テ

其 ノ三、喀血患者二就 テ

其 ノ四、有熱肺結核患者 二就 テ

其 ノ五、肺結核症 ノ喀疾喀出者二就テ

其 ノ六、開放性肺結核患者二就テ

其 ノー 肋膜炎 ヲ輕過 セル肺結核患者 二就 ラ

L文 獄

上田春次郎博士 ノ研究ニヨレバ、我國 ノ海軍ニ

ハ肋膜炎患者多 クシテ、 ソノ80%ハ 結核性ナ

リトe昭 和2年 現准 ノ海軍ニテハ結核乃至擬結

核患者総藪350名 中、胸膜炎 ノ既往症 アル者ハ

30名、郎チ8.6%二 該當ス。一方海軍全艦 ヨリ

ミタル胸膜炎経過者ハ僅1.8%ナ リ。其 ノ他海

軍ニハ胸膜炎 ト肺結核 トノ關係テ研究 セル者 二

谷高五郎氏、室谷晴太郎氏、今井金三郎、菅原

佐李氏及小林義雄氏等アリ。

小林義雄氏ハ「ツベルクリン、アレルギー ト肋

膜炎特二肋膜炎!結 核感染早期登病論 トノ題下

二、海軍々人ハ入籍時二於テrツ」反鷹陰姓者 ハ

30乃 至70%ア レドモ、之ハ 海軍勤務中二rツ」

反鷹陽性二轄化 シ、ソノ陽性韓化 ノ大部分ハ結

核初感染 ノ結果ナリトノ見地 ヨリ、肋膜炎ハ從

來考ヘラレタル如ク、小見時代 ノ陳菖結核初感

染部 ヨリ由來ス トナスヨリへ 肋膜炎ナルモノ

ハ個鵠 ノ結核感染後早期 二登病 スルモノト考 フ

ル方寧ロ合理的ナリト。

更二小林氏ハ 「青年期 ノ結核感染 ト肺結核褒病

トノ時間的關係」ト題 シテ、胸膜炎二績登 セル肺

結核124例 二就 キテ、胸膜炎 ヨリ肺結核螢病迄

ノ期 間 テ調 査 シ、 ソ ノ結 論 トシ テ、 肺 結 核 ノ臨

躰 的 及 ビ所 謂 検 疾 的 登 病 ハ多 クハ凡 ソ胸膜 炎登

病 後4ケ 年 以 内 二起 ル モ ノナ リ ト述 ベ タ リ。

新 潟 ノ川 村 教授 ハ同病 理 學 教 室 ノ倉 島 、 福 岡 爾

氏 ガ剖 検例743艦 二於 テ、48.7%二 結 核 屍 テ検

出 シ、肋 膜 炎 テ69%二 検 出 シ 得 タ ル 研 究 ラ基

礎 トシテ述 べ、 肋 膜 炎 ニ ハ原 獲 性 ト績 登 性 ト ノ

存 ス ル ガ如 ク信 ゼ ラ レ居 ル モ、原 登 性 ト唱 フル

モ ノハ未 グ議 論 ノ存 スル程 少 撒 ノモ ノニ シ テ、

斯 カル例 ハ肺 臓 ニ ハ攣 化 ナ ク トモ腹膜 或 ハ腸 等

二結 核 性 病 攣 ア リテ之 二綾 登 ス ル モ ノ ナ ラ ン

ト 。

又 佐 多 愛彦 博 士 ハ、 特嚢 性 肋 膜 炎 ハ滲 出性 罷 質

期 二於 ケ ル結 核 感 染 ノ病 型 ト観 ル ベ シ ト。 反

之、 東 京 市 療養 所 ノ 岡搏 士 ハ 剖 検 上33例 ノ滲

出性 肋 膜 炎 中、 賄 二結 核 性 攣 化 ノ ア リタル モ ノ

ハ23例 ニ シテ、 肺 二攣 化 ナ キ肋 膜 炎 ハ10例 ア

リタ リ ト報 告 セ リ。

Silberschmidt・ ・滲 出 性肋 膜 炎 ノ滲 出液 中 二結

核 菌 陽 性 ナ リ シ50例 中、29例(即 チ58%〉 ガ肺

結 核 テ績 登 シ、滲 出 液結 核 菌 陰 性 者70例 中、6

(即 チ8・6%)ガ 結 核 ヲ緬 褒 セ リ ト。 菅 原 ハ海 軍

例 ノ胸 膜 炎1271例 中10.1%ハ 諸 種 結 核 症 テ緬
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登 シ、 ソ ノ内肺 結 核 テ緬 嚢 セル モ ノハ4.8%ナ

窄 ト。 此 ノ他 肋 膜 炎 ノ過 牛 撒 ハ將 來 結 核 テ績 登

ス トノ考 テ有 スル モ ノ ニハAUard,H.K6ster.

岡 村 、 今 井 、 出井 等 ノ諸 氏 ア リ。

東京 市 療 養 所 長 田澤 錬 二博 士 ハ、 第6同 日本 結

核 病 學 會 二於 テ小 林正 男 氏 ト共 二、「肺結 核 患者

ノ肋 膜 炎 既往 症 二就 テ」ト題 シテ、880名 ノ肺結

核 患者 中330名 ノ該 既往 症 所 有者 ラ見、 肺結 核

患 者 ノ35・4%ハ 肋 膜 炎 ノ 既往 症 ラ 有 ス ル モ ノ

ナ リ ト褒 表 セ シ鬼 、 溝 淵 忠雄 氏 ハ之 二反 駁 ラ加

ヘ テ 日 ク、f署師 ハ患 者 テ悲 観 セ シメ ヌ意 味 二於

テ、 肺 尖 加 答 見 患 者 二肋 膜 炎 トノ診 蜥 テ與 へ 、

叉 事 實 肋 膜 炎 テ聯 経 痛 ト誤 診 スル場 合 等 モ アル

モ ノナ レバ、 患 者 ノ申立 テ根 薇 トナ ス ハ抑 モ統

計 ノ基 礎 二於 テ誤 謬 ノ存 スル モ ノナ リ。 故 二1

人 ノ馨師 ガ正確 二肋 膜 炎 ト診 断 セ ル患 者 ガ後 日

肺 結 核 テ褒 病 シタル モ ノデ以 テ セ バ、少 藪 ニ テ

モ 正確 ナル結 果 ラ得 ベ シJト テ 田澤 博 士 ノ 研 究

ニー 矢 テ放 チ タ リ。 此 ノ時 田澤 氏 ハ略 支同氏 ノ

反駁 論 ラ肯 定 シ、 今 日二至 ル モ紙 上 二登 表 スル

コ トテ控 へ 居 ル ガ如 シ。 然 ル盧 、余 ガ同 檬 ノ調

査 二於 テ、435人 ノ肺結 核 患者 中、 肋膜 炎 テ既

往 症 二有 スル モ ノハ34。7%ア ル コ トテ知 レ リ。

是 田澤 博 士 ノ成 績 ト全 ク近 似 スル モ ノナ リ。蝕

二至 リテハ余 ハ嚢 ノ溝 淵 氏 ノ反 論 ノ是 ナ ル ヤ、

或 ハ 田澤 氏 ノ研 究 ノ無 償 値 ナ リヤ否 ヤ ノ黙 テ再

考 スル ノ必 妻二迫 ラ レタ リ。

今 生物 統 計 學 ノ櫓 威、 我 ガ川 上理 一 博 士 ノ論 文

中 、特 二 「醤學 上 二於 ケ ル統 計 的 研 究 ノ意 義」ナ

ル項 テ観 ル ニ、「統 計學 トハ結 届大 藪 観 察 テ行 フ

コ トデ アル ガ零 ハn倍 シテモ 結 局零 デ ア リ、a

ラn倍 シ テモnaト ナ リテ何 等 新 シイ 事 實 ハ 生

シナ イ。 殊 二大 藪 ナ ル ガ タメ ニ個 々 ノaハ 不 精

密 ニ ナ リ勝 デ アル カ ラ盆 ㌃償 値 ガナ クナ ル ト信

ズ ル ノ ガ普 通 一 般 ノ考 ヘ ル塵 デ ア ラ ウ。 然 シ統

計 學 者 ハ若 シnガ 大 撒 ナ ラバnaト スル時 ハ偲

々 ノa自 身 二見 エザ ル新 シイ法 則 或 ハ新 事 實 テ

登 見 ス ル ト信 ジテ ヰ ル。 此 ノ際naテ 構 成 ス ル

個 々 ノaハ 少 シ位 不 精 密 デ アツ テ モ構 ハ ナ ィJ。

ト述 べ テ居 ル。 郎 チ此 ノ川 上 博 士 ノ統 計 的 慣値

論 二照 セバ 田澤 博 士 ノ統 計 的 研 究 ハ立 派 ナ ルモ

ノニ シ テ、 溝 淵 氏 ノ反 駁 論 ヲ何 等 意 二介 ス ル要

ナ シ ト信 ズ。 其 ノ謹 慷 ニ ハ余 輩 ノ統 計 結 果 モ殆

ン ド同牽 ナル コ トテ立 護 シ得 タ レバ ナ リ。 從 テ

余 ノ此 ノ統 計 的 成 績 モ 田澤 氏 ノ成 績 ニ ヨ リテ、

ソ ノ誤 リニ ア ラザ ル コ トテ裏 書 セ ラ レタル ニ均

シo

以 上 ハ肋 膜 炎 ト肺 結 核 トノ相 互褒 生 關係 テ論 ジ

タル文 獣 ナ レ ドモ、 肋 膜 炎 ラ純 過 セ ル後 二肺結

核 テ登 病 セル患 者 ノ臨躰 的 事 項 二就 キ テ述 ベ タ

ル モ ノハ比 較 的勘 シ。

今 日臨躰 結 核 ノ 第 一人 者 タルWilhelmNeu-

mann・ ・、肋膜 炎 テ経 遍 セ弛肺 結 核 患者 テTuber。

culosisPostPleu「itieafibrosa及YTubercu-

10sispostpleuriticafibrocaseosaト ニ分 類 シ、

Tub.postp.fibrosaハ 肋 膜 ノ淋 巴 腔 ガ結 核 二關

與 シ居 リ シ爲 二免疫 性 テ樽 ビ テ豫 後 良 ナ リ ト.

NeumannハAmrein及 ピKuthy等 ト同檬

ノ考 ヘ ニ テ、此 ノ肺 結 核 ハ肋 膜 炎 ヨ リlymph(卜

gen二 轄 移 シタル モ ノナ ル テ以 テ、 他 ノintra-

canalicul蕊reAusbreitungヤhaematogene

Ausatヨ リハ経 過 ガ緩 慢 ナ リ ト。Tub.postp.

fibrosaノ 喀疾 中 ニ ハ結 核 菌 ハ謹 明 シ得 ナ ィ ガ、

之 デ モ ル モ.ト 」二接 種 ス レバ 大 部 分 ハ 結 核 テ

惹起 ス。故=此 ノ喀 庚 中 ニハ所 謂Much-9ranula

テ保 有 ス ル モ ノナ ラ ン ト。Postpl.fibrosaニ ハ

熱 ナ ケ レ ドモ、 反 之postp1.fibrocaseosaハ 不

規 則 ナ ル熱 ア リ。 叉 結 核 菌 ラ立 派 二澄 明 シ得。

又Pleuraschwarteア リ。潜 在 的 空 洞 症 候 ア リ

テ嚥 音 テ李 等 二賠 取 シ得 ト。

Bernard,LeonetMaxBiedermannハ 肋膜

炎 ラAutonomePleuritidenトBegleitpleuri-

tidenト ニ魑 別 シ、前者 ノ場 合 ニハ肺 ノ病 竈 ハ,

臨 躰 的 ニ ハ潜在 性 ナ レ ドモ、 後 者 ハ既 存 ノ肺結

核 二随 俘 スル塵 ノモ ノナ ル テ以 テ肺 ノ所 見 ハ著

明 ナ リ。 而 シテ ソ ノ多 ク ハ 滲 出性 肋 膜 炎 二属

ス。 然 シ肋 膜 炎 ト肺 結 核 トガ共 存 スル場 合 ニハ

肺 ノ病 竈 診 断 ハ屡 く困 難 ニ シテ、 結 核 菌 ノ澄 明

亦 容 易 ナ ラズ。 斯 カル例 ハ喀 血 ニ ヨ リテ初 メ テ

判 明 ス ル コ ト1妙カ ラズ。 叉Verschwartungノ
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傾向アリ。サレド此 ノ病型ハ豫後比較的良ナリ

ト。

熊谷教授 モ亦略 ≧同様 ノ見解 テ有 シ、滲出性肋

膜炎ノ滲出液 ノアル時ニハ、肺病竈 ノ診断ハ容

易ナラザ レドモ、滲出液テ排除 シテ後X光 線爲

眞 ノ撮影 テナセバ、初感染群3ζハ血行撒布 ノ陰

影アルモノハ相當多撒 二達 シ、滲出性肋膜炎 ノ

85%=於 テ血行撒布、初感染、淋巴腺結核等 テ

ミルト.

π.肋 膜 炎経過 者歎

余ガ臨躰的観察ラナセル肺結核患者435例 中、

肋膜炎テ経過 シテ後肺結核 ヲ登病 セル者151例

アリ。 即チ該患者ハ全肺結核患者 ノ34.7%二

當ル。
表1

全肺結核患者中ノ肋膜炎経過卒

實 鍛 %

有 151 34.7

無 284 65.3

計 、 435 100.0

週.病 期 ト ノ 關 係

ソノ肋膜 炎経 過 者151例 ノ 肺結 核 ノ 病 歌 程度

ハ、1期15・6%il期44.0%
、 皿期40.4%ナ

リ。 今435人 ノ全 肺 結 核 患 者 ノ期 別 テ見 ル ニ、

1期19・6%、 皿期44。5%i皿 期35.9%ニ シテ、

雨者 テ比較 ス レベ 前者 ハ1期 二 於 テ 其 ノ 差

(一)4・o%ニ シ テ 梢 ミ滅 少 テ示 シ、m期 二於 ケ

ル ソ ノ差(+>4.5%ニ シテ増 加 ラ示 ス。H期 二於

テハ殆 ン ド檜 減 ナ シ。 即 チ肋膜 炎 ラ経 過 セ ル肺

結 核 患者 ハ、 強 ヒテ論 ズ レバ重 症 ナ ル者 一般 二

比 シ稽 ≧多 キガ如 シ。

表 ∬
6

病 期 別

期 實"鍛 %

1 22 15.6

E 62 44.0

皿 57 40.4

計 141 100.0

更 二之 テニ 三 ノ黙 二就 テ病 状 ラ観 察 ス ル ニ次 ノ

如 シ。

IV.登 熱 ト ノ 關 係

該 患 者151例 中獲 熱 セル者72例(47.7%)、 無

熱 ナル者79例(52.3%〉 ナ リ。 之 ヲ全 肺 結 核 患

者 ノ登 熱 者卒 ト比較 ス ル 汽 該 患 者 ハ登 熱 セル

者 多 シ。(全 肺 結 核 患 者 ノ登 熱 者 卒41・6%、 雨

者 ノ差(十)6.1%〉

表 皿

有 熱 奉

實 数i%
聾

有 72}47.7

i無 79{52.3
i1計 151i100.0

V.喀 疾 ト ノ關 係

該 患 者151例 中喀 疲 テ 喀 出 セ ル者124例(82。1

%)、 喀 疾 テ喀 出 セ ザ ル者27例(17・9%)ア リ。

之 テ全 肺 結 核 患 者 ノ喀 疲喀 出者 卒78.2%二 比

較 ス レバ、 ソ ノ差(十)4・0%ニ シテ、 該 患 者 ハ

喀疾 テ喀 出 スル・者梢 篭多 キ ガ如 シ。

表IV

喀 疾

實 轍{%

有 1241 82.1

無 鯨 17.9

計 151 100.0

VI.経 ロ的排菌峯

肺結核患者中開放性患者 ト非開放性患者 トハ、

病原菌傳搬上重大 ナル差異 ノ存 スルモノナ リ。

余ハ肋膜炎ラ経過 セル肺結核患者中ニハ、如何

ナル割合二結核菌 テ経 口的二排出スル者 ノアル

モノナリャテ知 ラント欲 シテ調査 セルニ、肋膜

炎経過肺結核患者151例 申経 口的二結核菌 ラ排

表V

結 核 薗 排 出

實 鍛 1%
有 89 i58

.9

無 162 41.1

計}
1

151 100.0

泄 スル者89例(58.9%)、 無 菌 者62例(41.0%)

ナ リ。 之 テー 般 肺 結 核 患 者 ノ 排菌 傘53・3%二
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比 較 ス レバ、 其 ノ差(+)5.6%ト ナ リテ、 本 患

者 ハ「 般肺 結 核 患 者 二比 シ経 口的 二排 菌 スル者

多 シ。

田 。 喀 血 ト ノ關 係

該 患 者 璽51例 中喀 血 セ ル者44例(29・1%)、 無

喀 血 者107例(70・9%〉 ア リ。之 テ全 肺 結 核 患 者

ノ喀 血者 率31β%二 比較 ス レバ、 ソ ノ 差 僅 二

2.2%ニ シテ、 該 患 者 中 ノ喀 血 者 率 二就 テ ハ 特

記 スベ キ コ トナ ク、 即 チー般 肺 結 核 患 者 ト略{

同卒 ト看 テ可 ナ ラ ン。

表VI

一

有

無
一 一 一㎝一一一

計

喀 血

實 藪{%

4一{29.1

107170.9

1511100一

「皿
.BSR促 進 度 ト ノ 關 係

BSRラ 検 査 セ ル111例 ノ肋膜 炎経 過 肺 結 核 患

者 中 、 健 常 値 ヲレ呈 セ ル者(n)10例(9.0%)、 弱

度 促 進(a>26例(23.4%)中 等 度 促 進(b)43例

(38.7%)、 強度 促進 〈c>32例(28・8%)ア リ。

今 肺 結 核 患 者 縮 罷 ノBSR促 進 獣 態 テ ミル ニ、

(n>13。9%1(a)26.8%、(b)27。5%、(c)

31.8%ナ リ。 雨 者 テ比 較 観 察 スル ニ、(n)=於

ヶ ル差(一)4・9%ニ テ減 少 シ、(a)二 於 ケ ル 差

(一)3・4%ニ テ減 少 テ示 ス.コ レ該 患 者 バー 般

肺 結 核 患 者 二比 較 シ テ、BSR健 常 若 ク ハ 促 進

度 弱 キ者 勘・シ。 即 チ重 症 者 多 キ コ トテ意 味 ス。

表'Vl[

BSR

一 一 一
實 倣 i %

n 10 i
　

i

9.0

a 26 23.4
}竪

b 43
詐

i
38.7

c 32
!

28.8
一一i

計 111 1 100.0

IX.結 核性 家 族病歴 トノ關係

家族病歴申二結核性疾患 テ認 ムルモノニへ 一・

面禮質 ノ遺傳」只ハ比較的早期 ノ感染等 ガ考ヘラ

ル ・モ ノニ シ テ、 一 方 肋 膜 炎 テー 旦 経 過 シタル

後 肺 結 核 ノ登 病 ヲ ミタル・者 ニ モ、 諸 種 ノ黙 殊 二

冤 疫 學 的 關 係 二於 テ絹 似 タル塵 ア リ ト信 ズ。 故

二肋 膜 炎 テ経 過 セル肺 結 核 患 者 中 二、 結 核 姓家

族 病 歴 テ有 スル者 ガ如 何 ナル割 合 二存 スル ヤラ

知 ル コ トハ聯 力興 味 アル コ ト ・思 惟 ス。 即 チ肋

膜 炎 経 過 ノ肺 結 核 患 者151例 中、 該 家 族病 歴 ヲ

有 ス ル患 者55例(36.4%)、 該 家 族 病 歴 ナ キモ

ノ96例(63・6%〉 ナ リ。 今 全 肺 結 核 患 者 中 ノ該

家 族 病 歴 卒 テ ミル ニ,34・3%ナ ル テ以 テ、雨者

ノ差 傘僅 二、2。2%ニ シテ即 千肋膜 炎 テ経 過 セ

ル肺 結 核 患 者 ハ、 結 核 性 家 族 病 歴 テ有 スル卒 二

於 テ、一 般 肺 結 核 患 者 ノ ソ レ ト特 二異 ル塵 ナ シ。

表 軸

結核性家族病

!實 鍛

有 55

無 96

計 151
」圃馴圏■■■■隔 一■■■■「■■」一■■」■9一 一

%

36.4

63.6

100.0

X.経 過 ト ノ關 係

肋 膜 炎 テ経 過 セ ル肺結 核 患 者135例 二就 テ ソノ

経 過 テ ミタル ニ、経 過 良 ナル者55例(40。7%〉 、

可 ナ ル者48例(35.6%)、 不 可 ナ ル者14例(10.4

%)、 大 不 可 ナ ル者18例(13.3%)ア リ。今 一般

肺 結 核 患 者390例 二就 テ ノ経 過 テ £ル=、 良組

46.9%、 可 組28.7%、 不 可 組11.8%、 大不 可

組12.6%ナ リ。 爾 者 テ比 較 スル ニ、前 者 ハ良組

二於 ケ ル差(一 ⑥2%ニ シテ 減 少 テ示 シ、 可組

二於 テ差(+>6.7%ト ナ リテ増 加 テ示 ス。 経過

良組 及 ピ可組 二属 スル 者 ハ大膿 豫 後良 ト看 倣 セ

バ、経 過 ノ良 組 ト可組 トノ合 計撒 バー般 肺 結核

患 者 ノ ソ レ ト同寧 トナ リテ、 肋膜 炎経 過 患 者 ノ

表Ix

経 塾

實 敬 %

良 55 40.7

可 48 35.6

不 可 14
…

10.4

大不可 1813.3

計 135100.0
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豫後 ハ、 一一般 肺 結 核 患 者 ノ ソ レ ト異 ル虜 ナ シ ト

謂 ヒ得 ベ シ。 從 テ経 過 不 良 ナ ル者 ト大 不 可 ナ ル

者 ヲ豫後 不 良 ト看 倣 セ バ、該 患 者 ノ豫 後 不 良 ナ

ル牽 ハ23.7%ニ シテ、之 亦 一般 肺 結 核 患 者 ノ該

率 ト異 ル塵 ナ シ。

XI.総 括

1,余 ノ調 査 セ ルー一般 肺 結 核 患 者 中、 既 往 二於

テ肋膜 炎 ヲ経 過 セル 者34・7%ア リ。

2・ 該 患 者 ハ1期15.6%、ll期44。0%及 ピ 皿

期40・4%ヲ 占 メ、一搬 肺 結 核 患 者 三比 シ重 症 ナ

ル者稽 ヒ多 キ ガ如 シ。

3・ 該 患 者 ノ47・7%ハ 所 謂 有 熱 患 者 ニ シテ、一

般 肺結 核 患 者 ノ ソ レニ比 シ梢 く高 率 ナ リ。

4・ 該 患 者 中喀 疾 テ喀 出 セ ル 者 ハ82.1%ニ シ

テ、 一般 肺 結 核 患 者 二比 シテ其 ノ卒稽 支高 シ。

5.該 患 者 中、 経 口的 二排 菌 シテ病原 菌傳 搬 ノ

其 ノ ニ

虞 アル者 ハ58.9%ラ 占 ム。 之 バー般 肺結 核 患

者 ノ ソ レニ比 シ梢 ≧高 率 ナ リ。

6.該 患 者 中喀 血 セル者 ハ29,1%ヲ 占 メ、一般

肺 結核 患者 ノソ レ ト略 ≧同 卒 ナ リ。

7.該 患 者 ハBSR健 常 値及 ピ弱 度 促 進 テ示 ス

者 紗 ナ シ。 郎 チBSRヨ リ £ レバ輕 症 者 多 カ ラ

ズ。

8.該 患 者 ノ36.4%ハ 結 核 性 家 族 病 歴 テ有 ス。

該 卒 バー般 肺 結 核 患 者 ノソ レ ト同 一 ナ リ。

9.該 患 者 ノi脛過 ラ・ミノレニMソ ノ40・7%ノ 、i脛

過 良 ニ シテ、35.6%ハ 可 ナ リ。 之 ノ・一一般 肺 結 核

患 者 ノ ソ レニ比 ス レバ、 良 組 ハ低 卒 ニ シ テ、 可

組 ハ高 傘 ナ リ。 故 二其 ノ良 及 ピ可 組 ノ合 計 二於

テハー 般 肺 結核 者 ノソ レ ト同卒 ニ シテ、 全 盟 ノ

76.3%ハ 豫 後 良 ナ リ。

結核性家族病歴 ヲ有スル肺結核患者昌就ラ

1.緒 言

Strauskyu.Eugenハ 孚睨*吉 核 ノ経 駒 ト題 シ、

61例 ノ乳 見結 核 中44例 ガ母 親 カ ラ 感染 シ
、8

例 ガ父 親 カ ラ感 染 セル テ見 、 且 ッ母 親 ガ長 ク結

核 デ患 ヒタル モ ノニ シテ子 供 二罹 患 セザ リ シ例

ハ無 カ リシ ト、 叉 逡 傳 的 素 因 ソ ノモ ノ ・影 響 ハ

乳 見 結核 ノ経 過 ニハ大 シ タル 意 味 ハ ナ ク、 寧 ロ

素質 的原 因 コ ソ重 大 ナ ル意義 ガ ァル。 即 チ母 親

ノ結 核 ガ乳 見 ノ榮 養 朕 態 及 ピ登 育 二影 響 スル塵

大 ナ リ ト。NayracP.etA.Bretonハ 母 膿 カ

ラ ノ感 染 ハ"Ultravirus"ガ 胎 盤 ヲ 通 ツテ艘

見 二移行 スル モ ノナ リ トナ シ、 而 シテ結 核 患 者

ノ精液 中 ニハ結 核 性Utravirusテ 謹 明 シ得 ザ

リキ。Redekeru.Franzハ 愛 生見 ノ結 核 ヲ研

究 シタ レ共之 ハ結核 ノ遺 簿 ラ調 くごル ニ ハ適 當 ナ

ル方 法 ナ ラズ ト述 べ、叉 結 核 無 キ家 庭 ノ見 童ハ

腸 膜 炎、粟 粒 結 核 乃 至 ハ重 症 結 核 等 二罹 患 シ易

久 反 之、 結核 ノ家 族 遺 傳 アル見 童 ハ結 核 二罹

リテモ経 過 及 ビ豫 後 ハ良 好 ナ リ ト述 ベ タ リ
。

FriedrichCurtrusノ 、素質 ノi遺傳 トハ所 言胃Or-

ganminderwertigkeitガ 逡 傳 サ レ、又植 物 性 神

経 系統 ノ異 常 緊 張(abnormeTonus)ガ 逡 簿 サ レ

ル爲 ナ リ ト。Heiderbergノ 人 類 學 教 授Hein-

richMUIlerハbオ ラ ンダ ノ 醤 師Teodor

Doyerガ 結 核 ガ輩 二感 染 ノ ミデ起 ル ナ ラバ結 核

患 者 ノ周 園 ノ者 ハ同 傘 二結 核 二感 染 セザ ノレベ カ

ラザ)レニ、 事 實 ・・其 ノー部 ノ者 バ ガ感 染 ス ト

設 キ タル ラ見、 大 二響 鳴 スル所 ア リテ、 結 核 ノ

遺 傳 的 素 因 ノ 厨 究 テ 志 シ、38家 族 ノ 家 系圖 調

査 テ行 ヘ リ。 調 査 ノ 便 宜 上 結 核 死 亡 者 ラ 所 謂

Merkmaltr乞gerト シテ ミタ ル ニ其 ノ同胞 中 ノ

Merkmaltr乞gerハ21。1%nichtmerkmalta・ ・

gerハ78・9%ニ シテ、 之 ハMendelノ 方 則 二

近 似 ス ト。

紙 野 圭 三 氏 ハ 「家 族 間 結 核 感 染 現 犬況調 査 成 績J

ナ ル題 下 二、 夫 婦 間 感 染 ハ僅 二7.6%ニ シテ、

家 庭 内 ニ テ子 供 ヨ リ年 長 者 二 感 染 ス ル 事 ハ僅

2.9%ナ リ。 是 外 的 再 感 染 ノ稀 有 ナ ル事 ヲ 示 ス

モ ノナ リ ト。 叉 家族 病 歴 二結 核 症 ラ認 ム ル モ ノ

ハ 下層 階級 ヨ リハ申 流 階 級 ノ方 ガ梢 ≧高 傘 ニ シ

テ、 肺 結 核 患 者 ノ家 族 病歴 テ 有 ス ル 傘 ハ 不 均

32・6%ナ リ ト。
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HuberWalterハ 家 族 逡 傳 性 肺 結 核 ノ2/3ハ 病

竈 部 ガ 同一一場 所 デ ア リ、64%ハ 室 洞 ノ 存 在 部

位 ガー 致 シ、 叉 罹 患 側 ハ右 ガ多 ク左 トハ2封1

ノ比 ナ リ ト。

最 近 東 京市 大 塚 健 康 相 談 所 ノ 新 井 英 夫 氏 ハ、

1470名 ノ結 核 患 者 二就 テ 家 族 内 二 傳 染 源 ノ 有

リタ リ ト 思 ハ ル ・モ ノハ22。7%ナ リ ト報 告 セ

リ。

要 スルニ以 上諸 家 ノ論 テミルニ所 謂,,Belastende

TuberCUlose"ナ ル モ ノハ普通 肺 結 核 トハ 多少

異 ナル所 ア ル モ ノ ・如 シ、

獲.結 核 性 家 族 病 歴 ヲ有 ス ノン峯

家 族 中 二結 核 性疾 患 ア リテ罹 患 セル肺 結 核 患 者

バ ー般 肺結 核 患 者 ノ何%テ 占 ム ル モ ノナル カ ラ

知 ル事 へ 結 核 ノ豫 防及 ピ治 療 上 叉禮 質 ノ遺{專

ヲ設 明 ス ル上 二於 テ意 義 アル事 ト信 ズ.余 ノ肺

結 核 患者435例 中、 結 核 性 疾 患 ラ家族 病 歴=有

スル者 ハ149例 ニ シ乳 同家 族病 歴 ラ有 セザ ル

モ ノハ286例 ナ リ。 郎 チ 肺結 核 患 者 ノ34。3%

ハ結 核 性 家 族 歴 テ有 スル者 ナ リ。

表1

　 常一

繭

全肺結核患者中ノ結
核性家族病歴所有率
1實 籔}9・

i有 149134.3

無 28665.7

計 435i100。0
　

大 阪刀 根 山i療養 所 及 ピ有 馬 病 院 患 者 二就 イ テ ノ

紙 野 氏 ノ報 告 ハ、 肺 結 核 患 者500名 中 ノ結 核 性

家 族i歴所 有 者 ハ32.6%ナ リ ト。 コ ノ中中 流 階

級 以 上 ハ36・6%、 下 層 階 級 ハ28.6%ナ リ。 サ

レバ余 ノ調 査 セ ル湘 南 「サ ナ トリウ ム」入院 患 者

ハ申 流 以 上 ノ階 級 ヲ大 部 分 トスル故 、34・3%ナ

ル余 ノ成績 ハ紙 野 氏 ノ報 告 ト全 クー 致 スル モ ノ

ナ リ。即 チ關 西 ト關 東 トハ家 屋 ノ構 造 、生活 様 式

及 ピ風 土 等 二於 テ相 違 ス ル所 砂 カ ラザ レ ドモ、

家 族 的 結 核 罹 患 率 ハ關 東 モ關 西 モ全 ク異 ナ ラザ

ル事 ヲ知 リ得 タ リ。 即 チ肺結 核 ノ瑳病 ハ衛 生 的

關 係 ヨ リハ罷 質 ノ遺 傳 ト最 モ密接 ノ關 係 アル 事

ラ如 實 二物 語 ルー読 明 法 ラ得 タ リ ト信 ズ。

皿.患 者 病 期 別

結 核 性家 族 病 歴 テ有 スル肺 結 核 患者 ノ病 獣 程度

ラ 調 査 セ ル へ 該 患X137例 中、1期 二屡 スル

者31例(22.6%>sil期 二属 ス ル者59例(43.1%)

皿期 二属 ス ル者47例(34・3%)ナ リ。 今 一 般肺

結 核 患 者 ノ病 期 別 テ ミル ニ、1期19・6%、 皿期

44.5%、 皿期35,9%ナ リ。 雨 者 ラ 比 較 ス ル

ニ、 前 者 ハ1期 二於 テ稽 、檜 加 ノ傾 向 ヲ示 シ、

皿期 及 ビ皿期 二於 テ 何 レモ大 シタ ル差 ナ シ。 即

チ同 家族 歴 ラ有 ス ル肺 結 核 患 者 バ ー般 結 核 患者

二比 シ、 多 少 輕 症 ナル 者 多 キ ガ如 キ モ先 ヅ大髄

二於 テ特 別 ノ相 異 テ認 メ ズ。

表ll

一顛 一

1

病 期 別

實 鞭

31

%

22.6

証 59 43.1

皿 47 34。3

計 137 100.0

IV.登 熱 ト ノ 關 係

更 二諸 種 ノ方面 ヨ リ病 駄 経 過等 二就 キ テ比 較観

察 ス レバ'次ノ女ロシ。

結 核 牲 家 族 病 歴 テ有 スル肺 結 核 患 者 ノ艦 温 即 チ

有 熱 歌 態 如何 ラ知 ル 事 ハ徒 爾 ナ ラズ トtジ 、先

ヅ該 患 者 ノ有 熱 者 及 ピ無 熱 者 ノ傘 ラ調 査 セルニ

次 ノ如 シ。

該 患 者149例 中、 有 熱 患 者60例(40・3%)、 無

熱 患 者89例(59.7%〉 ア リ、之 テ全 肺 結核 患 者 ノ

有 熱 者 率41.6%二 比 ス レバ、其 差僅 二(+>0・34

%ニ シテ、 該 患 者 中 ノ有 熱 者 卒 バー般 肺 結 核患

者 ト何 等 異 ナ ル虜 ナ キ事 ヲ知 リ得 タ リ。

表 皿

熱

實 撒 卯 一る

有 60 40.3

無 89 59.7

計 149 100.0
叫唾-關 』幽■■脚■騨幽闘■

肌 喀 疾 トノ關係

同患者149例 中、 喀疾 号喀出 セ ル者ハ117例



第7號 】 長井=肺 結核症 ノニ三臨殊的研究 555

(78・5%)ニ シテ、喀 疾 喀 出 セ ザ ル者32例(21.5

%〉 ナ リ。 之 ヲ全 肺 結 核 患 者 ノ喀 疲 喀 出卒78,2

%二 比 較 ス レバ ソノ差 僅 二{+>0.38%ニ シテ何

ラ喀疾 喀 出傘 二特 異 ノ製iチ認 メズ。 即 チ結 核 性

家 族歴 ラ有 ス ル肺 結 核 患 者 ハ喀 疾 喀 出 入ル製i二

於 テハ ー般 肺 結 核 患 者 ト略 丸同寧 ト ミテ 可 ナ

"。

表IV

ニ ハ1喀 血 六 ル者 ・多 キニ事 ラ知 リ得 タ リ。

表VI
欄

喀 血 者

、 實 厳1タ 〃…τ
5ろ 昌6ズ

　

無9463.1
幽曲}㎜ 叩 曲一_

計 鍵9、100.0

喀 疲 喀 出 者

實 撒1%

有117i78.5

無..3221・5

刮・149、1000

VL排 菌 峯(経 口 的)

喀 疾 中 二於 ケ ル結 核菌 ノ有 無 ハ治 療 上特 二豫 後

判定 上重 大 ナ ル意 義 ア ルモ ノナ レバ余 ハ次 ノ如

キ調 査 テ行 ヘ リ。

結 核 性家 族 病歴 ヲ有 ス ル患 者149例 中、 喀 疾 中

=結 核菌 テ排 出 セル 者81例(54.4%) 、 結 核 菌

テ排 出 シ得 ザル者68例(45・6%)ナ リ。 之 ラー

般肺 結核 患 者 ノ排 菌 傘53・3%二 比較 ス レバ ソ

ノ差(十>1.0%ニ シテ 雨 者 ノ間 二全 ク差 ナ シ。

即 チ家族 病 歴 ラ有 スル該 患 者 ハ結 核菌 ラ排 泄 入

ル割 合 バー 般 肺結 核 患 者 ト異 ル慮 ナ シ。 是 家 庭

内 感染 ノ起 ル原 因 ハ 開放 性 患 者 ガ特 二 多キ ガ如

キ爲 ニハ非 ザ ル事 ラ知 ル.

表V

結核菌排出

實 轍 %

有 81 54.4

無 68 45.6

計 149 100.0

鴨.喀 血 ト ノ關 係

結 核性家 族 病 歴 ラ有 スル肺 結 核患 者 ハ喀 血 トノ

糊 係如何 。 即 チ余 ガ調 査 ノ結 果、 該 患 者149例

中喀血 セ ルモ ノS,5例(36・9%〉 、 喀 血 セザ ル者

fl4例(63・1%〉 ナ リ、 之 ラ全 肺 結核 患者 ノ喀 血

者ii宰ミ、31。3%二 上ヒ較 ス レノずソ ノ差(十)5.7%

ニ シテ
.即 チ結 核 性 家 族 病 胚 ラ有 ス ル該 患 者 中

V皿.BSR促 進 度Fノ 關 係

該 患 者 ノ赤 血球 沈 降 速 度(BSR)ヲ 検 査 セル ユ01

例 中、n(健 常 値)テ 示 セル モ ノ 】5例(14.9%)、

a(弱 度促 進)34例(33.7%)、b(中 等 度促 進>

30例(29・7%〉 、c(強 度促 進)22例(21。8%)ナ

リe今 一般 肺 結 核 患 者 ノBSR促 進 度 テ見 ル ニ、

n13・9%、a26.8%、]b27・5 ,%、c31.8%

ニ シテ、 雨 者 号比 較 スル ニ前者 ハn二 於 テ(十)

1.O%ba二 於 テ(十)6。8%、 増 加 セ ル ヲ兇 ル。

即 チ健 常 値 二於 テハ格 別 ノ檜 加 ナ ケ レ ドモ、弱

度 二促 進 セル 者 二於 テ相 當 二増加 ス。 今n及 ビ

aノ 合 計 ヲ見 ル ニ、 該 患 者 バー般 肺 結 核 患者 ト

ノ差 く十)7.8%ト ナ リテ、BSR促 進度 低 キ者 柑

鴬 二多 シ。 即 チ,,belastendeTuberkulose"

ハ赤 血球 沈 降速 度 ノ成 績 ヨ リ ミル時 ハ輕 症 二屡

スル者 多 シ ト ミルベ シ。

表V皿

BSR

實 撒i%

n藍15i 14.9

a
i34

33.7

b 30
i29・7

C 22i21.8}

計;、OIl、0。.0

IX.経 過 ト ノ關 係

纒 過 ラ良 、 可 、不 可 及 ピ大 不 可 ノ四 階級 二分 チ

テ、136例 ノ該 患 者 ノ経 過 ラ ミケル ー=,良72例

(52・9%〉 、 可35例(25・7%)、 不可17例/12.5

%)、 大 不 可12例(8.R%)ナ リ.今 一般 肺結 核 症

経 過 傘 良46.9%、 可28.7%、 不 可11.8%、

大 不 可12.6%二 比 ス レバ、前 者 ハ良 及 ゼ可 ノ合

計'・'於テ(+13.1%ニ シテ多 少 増 加 ノ傾 向 ラ見、
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不可及 ビ大不可 ノ合計比 二於 テ(一>3.0%ト ナ

リテ多少減少 ノ傾向アリ、即 チ結核性家族病歴

テ有 スル結核患者 ノ経過バー般率二比 シ、経過

良好ナルモ ノ梢 ≧多キガ如キモ大盟二於テ特別

ノ差異ラ認 メズ。

表V皿
　

経 過

實 敬 %

良 72 ト 既9.

可 35 1 25.7
繍葡願繍㎜篇一

不 可 17
112・5

大不可 12i8・8

計 136}100.0

x.総 括

1.肺 結核症 ノ54・3%ハ 結核性家族病歴テ有

ス0

2.同 家族病歴ヲ有スル肺結核患者ハr般 肺結

核 患者 二比 シテ輕 症 者幾 分 多 キ ガ如 シ。

3・ 該 患 者 中 ノ有熱 者 率 バー一般 肺 結 核 患 者 申 ノ

ソ レ ト略k同 卒 ニ シ テ、40.3%ヲ 占 ム。

4.該 患 者 ノ78・5%ハ 喀疾 喀 出 者 ニ シテ、之 ハ

ー般 肺結 核 患 者 ト同 傘 ナ リ.

5.結 核 性 家 族 病 歴 テ有 スル該 患 者 ハ、 経 口的

二結 核 菌 ラ排 泄 スル卒 ハ54.4%ニ シテ、一一般 肺

結 核 患 者 ノ ソ レ ト大 差 ナ シ。

6.該 患 者 ノ36・9%ハ 喀 血 セ ル者 ニ シテ、即 チ

結 核 性 遺 傳 素 質 所 有 者 バー 般 肺 結 核 患 者 ヨ リモ

喀 血 スル者 多 シ。

7.該 患 者 ノBSRハ 健 常値 者 撒 二於 テハ ー般

肺 結 核 患 者 ノ ソ レ ト大 差 ナ ケ レ ドモ、 弱 度 促蓬

セル者 二於 テ相 當 二多 シ。 即 チBSRノ 成績 良

好 ナル者 比 較 的多 シ。

8.結 核 性家 族 病 歴 ラ有 スル該 患 者 バー般 二経

過 良 好 ナ ル者 梢 ≧多 キ傾 向 ア リ。

其 ノ三 零血患者 昌就 テ

1.緒 言

喀血ハ實 二肺結核患者 ノ療養 中青天 ノ震露ニモ

醤 フベキモノニシテ、患者及 ピ醤師 ノ均 シク恐

怖 スル塵 ナリ。是病氣経過 ノ上二重大ナル影響

ヲ,與フルモノナレバナリ。即チ喀血ハ臆 テ肺組

織二病理組織學的二璽}化テ起 シテ、吸引牲肺炎

テ起 シ、又血行撒布テ來 シ易 ク、從 テ新病竈テ

形成 ス。斯ルガ故二吾人ガ喀血ヲ恐 レ之 テ出來

得ル限 リ避 クル事二努ムルハ是當然 ノ事 ト謂 フ
ベ シ

o

今 喀 血 二關 スル文獣 デ ミル ニ、

Gieb.Ladislaus;ハ ブダ ペ ス トノNeuenSankt

Johanes-Spital二 於 ケ ル喀 血 ノ統 計 二於 テ、大

喀 血 ハ冬 季 二多 ク シテ夏 季 二比較 的紗 ナ シ ト。

D.0.Kuthyモ 亦 夏 季 ニハ 喀血 紗 ク冬 季 二多

シ ト。 冬 季 二喀 血 ノ多 キ ハ寒 冒等 ノ爲 二肺 ノ病

機 檜 悪 セル結 果 二基 因 スル モ ノナ ラ ン ト。

Huber,WalterハDavos・Dorf/Basaler

Heilst乞tte二 於 ク ル 喀 血 者 率 ハ5800人 中43

%ラ 占 メ、 高 山 二牧 容 シタ ル事 ニ ヨ リテ喀 血 ノ

傾 向 テ高 メ タ リ ト思 ハ ル ・ガ如 キ コ トナ シ ト。

Ma'sMagre,F(Spanisch)ハ 喀 血 患 者 ノ出血 性

艘 質 二就 キ テ述 べ、 コ ノ罷 質 ハ特 二青 春期 二現

ハ レ、 一般 二女 子 ヨ リモ男 子 二多 シ ト。

我 ガ國 二於 テハ喀 血 二關 スル統 計 ハ極 メテ稀 ニ

シテ、 圭 ナ ル モ ノハ唯 東 京市 療 養所鈴 木 佐 内氏

ノ報 告 アル ノ ミ。 鈴 木 氏 ハ1921年 ヨ リ1925年

二至 ル5ケ 年 間 ノ東 京市 療 養 所 入院 患 者 ノ統 計

ラ ナ シテ、 ソノ結 論 トシテ喀 血 ノ既往 症 ア リ シ

モ ノハ37.3%ニ シ テ、 入 院 患 者6386名 中 入院

中 二 喀 血 セ ル モ ノハ16.3%ナ リ。 女 子 ヨ リハ

男 子 二多 ケ レ ドモ敦 レモ30歳 ヨ ヨ40歳 時 代 ガ

最 モ多 ク、喀 血 ハ春 ヨ リハ初 夏 ノ候 二多 シ ト。

初 期 喀 血 ハ737名 ノ調 査 ノ結 果2.6%、 喀 血死

ノ傘 ハ僅 二1.3%ニ シテ、 喀 血 ハ比 較 的 夜 聞 二

多 シ ト。

其 他 外 國 ノ喀 血 二關 ス ル文 獣 ハ多 ク病 理 、療 法

及 ビ氣 象 的 影 響 等 二就 テ述 ベ タル モ ノニ シテ、
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臨 躰 的所 見 ト喀 血 トノ關 係 ヲ論 ジタル モ ノ稀 ナ

ジ。 喀血 ノ頻 度 ハ地形 及 ビ氣 象等 ニ ヨ リテ異 ル

モ ノニ シテ、 先 二述 ベ タ ル鈴 木 床 ノ統 計 ハ海 岸

ラ蓬 距 リタ ル李 地 二於 ケ ル肺 結核 患者 ノ喀 血観

ナ レバ、余 ハ弦 二湘 南 地 方 二於 ケ ル温 暖 ナ ル海

邊 近 キ土 地 二在 ル湘 南 「サ ナ ト リウム」入院 患 者

二就 キ テ喀 血 患 者 ノ臨 林 的統 計観 察 テ試 定ン ト

欲 ス。

皿.喀 血 患 者 峯

海邊 近 ク温 暖 ニ シテ肺結 核 ノ療 養 ニハ 日本 二於

ケル最好 適 地 ト信 ゼ ラ レタ ル湘 南 地 方 二於 テ、

「サナ トリウム」療 法施 行 中 二喀 血 スル 者 ハ果 シ

テ如 何 ナル撒 二於 テ存 ス ル モ ノナ リヤ。

表1

全患者 中ノ喀血者率

實 鍛 %

有
一}

コ36 31.3

無 299 68.7

計
一一

435 100.0

余 ハ此 ノ鮎 テ明 ニ セ ン ト欲 シテ、湘 南 「サ ナ ト リ

ウ ム」入院 患 者435人 ノ肺 結核 患者 テ観 察 シ、ソ

ノ入院 加 療 中 二於 テ喀 血 セ ル者136名 テ数 へ得

タ リ。 即 チ全 肺結 核 患者 ノ31・3%ハ 所 謂 喀 血

セル患者 ナ リ。 是 東 京 市 療 養 所 入院 患 者 ノ喀 血

概 往症 所 有 率 ノ37・3%ヨ リ梢 気低 傘 ニ シテ、叉

Davos-Dorf/43%二 比 シ遙 二低 傘 ナ リ。 然

東 京市療 養 所 入院 申 ノ 喀 血 者 卒16・3%二 比 ス

レバ甚 ダ高卒 トナ ル。

喀 血 トイフモ血 庚 トイフ モ同 ジク肺 臓 出血 ナ レ

ドモ、 ソ ノ病 氣 二及 ボ ス影 響 ハ雨 者 大 イニ異 ナ

ル塵 ア リ。 且又 一般 患者 モ喀 血 ト血 疾 トテ劃 然

ト旺別 シ居 ルガ如 キ慣 例 ヨ リ、 余 ハ實 地 ノ便 宜

上 特 二雨 者 ラ匪 別 シテ記 載 セ リ。 故 二血 疾 ラ モ

喀 血 ノ中 二包 含 セ シム ル入 ノ成 績 トハ ソ ノ卒 二

於 テ 自 ラ異 ル塵 アルベ シ。 サ レバ患 者 ノ申立 ニ

ヨ リテ得 タル所 謂喀 血 ノ既往 症 ト、 余 ノ喀 血患

者 敷 トハ ソ ノ意 味 二於 テ全 クー致 ス ル モ ノ ナ

リ。

皿.病 期 ト ノ 關 係

136例 ノ喀 血 患 者 テ 病 期 別 二 走vバ 、1期 二屡

スル モ ノ16例(12.8%)、 ∬期 二属 スル 至 ノ56

例(44・8%)、 皿期 二 屡 ス ル モ ノ53例(42・4%〉

ナ リ。 今 一 般 肺結 核 患 者 ノ 病 期 別 テ ミル ニ、

1期19.6%、 皿期44・5%、 皿 期35・9%ニ シ

テ、 雨 者 テ比 較 ス レバ、 前 者 ハ1期 二於 テ%差

(一)7・8%、H期 二於 テ(十)O.3%、 皿期 二於 テ

(十)6.5%ナ リ。 サ レバ喀血 患者 バー 般 肺 結 核

患者 二比 シ、1期 二贋 ス ル患者 相 當 二勘 ク、fi期

二届 ス ル 患 者 略 気同 等 ニ シテ、 皿期 二属 スル モ

ノ 相 當 二 多 シ。 即 チ 喀 血 患 者 ハ 輕 症 者 砂 ク シ

テ、 重 症 ナ ル モ ノ多 キ事 テ知 ル。

表 証

病 期 別

期1 實 籔 %

1 16 12.8

皿 56 44.8

皿 53 42.4

計 125i100.0
闇

VL喀 疾 ト ノ 關 係

136例 ノ喀 血 患 者 中、喀 疾 ラ喀 出 ス ル者115例 、

・喀 疾 テ喀 出 セザ ル者21例 ニ シ テ、即 チ喀 血 患 者

ノ84.6%ガ 喀 疾 ヲ喀 出 ス。 之 ラ 全 肺結 核 患 者

ノ喀 疲 喀 出率78・2%二 比 較 ス レバ 其 ノ差(+)

6.4%ニ シテ、 喀 血 患 者 バ ー 般 肺 結核 患 者 ノ割

合 ヨ リシテ1喀疾 テ喀 出 スル者 多 シ。

表 皿

喀 疾 喀 出

有

無

、 計

實 激

115

21

136

%

84.6

15.4

100.0

肌 排 菌 者 峯(輕 ロ 的)

喀 血 患 者136例 中 、喀 疾 中 二結 核 菌 ヲ排 泄 スル

者84例(61.8%)、 結 核 菌 ヲ排 泄 セザ ル者52例

(38.2%)ア リ。今 一'般肺 結 核 患 者 ノ排 菌 傘53・3

%二 比 較 ス レバ 其 ノ%差(十>8・4%ニ シテb前

項 二於 テ喀 血 患 者 ハ喀 疲 テ喀 出 セル者 相 當 二多
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キ鮎 ニー 致 シテ、 菌 テ識 明 ス ル所 謂 開 放 性 ナ ル

者亦 相 當 二多 シ.

表IV

排 菌 率
1實 轍{%

有 8461.8{

無 ろ2}382

計 i1361100.0

VI.登 熱 ト ノ 關 係

1喀血 患者136例 中有 熱 者47例 、 無 熱者89例 、

即 チ喀 血 患 者 申 ノ有熱 者 ハ其 ノ34・5%ラ 占 ム。

A■一・般 肺 結 核 患 者 ノ有 熱 者 率41・6%二 比較 ス

vバ(一>7.1%ト ナ リ、 喀 血 患 者 中 ニハ 有熱 者

紗 ナ キ事 ラ知 ル。

表V

膜炎 テ既往症二有ス、ル 者ハ喀血患看中 ノ32.4

%ラ 占ム。今全肺結核患者 ノ肋膜炎経過者率 ト

比較 スルニ其 ノ差(一)2・3%ニ シテ、喀血患者

ノ肋膜炎繧過者傘バー般肺結核患者二比 シ梢 為

檜加 ノ傾向有ルガ如キモ特二差異二認 メズ。

表V皿

熱

・ 實 籔i%

看{{-4「 † 一 藪.5

65。4無89

100.0計136

Vfi。 結 核性 家族病 歴有無 ノ關係

136例 ノ喀血患者中、家族病歴中二結核性疾患

テ有 スル者、54例 、同家族病歴テ有 セザ ル者 ・

82例 アリ。喀血患者 ノ該家族病歴ラ有スル牽 ハ

39・7%二 當ル。今一般肺結核患者二就 イテミル

ニ、同家族病歴 テ有 スル者34.3%ナ レバ雨者

ノ差(+>5.4%ニ シテ、即チ喀血患者ハ結核姓

家族病歴ラ有 スル者、一般肺結核患者二比 シテ

多 シ。

表VI

結核性家族病歴

實 徽[ %

有 54}
§

39.7

一 一

無
一 一一

i

計
1821 60.3

・1381 100.0

V皿 肋 膜 炎 ヲ纒 過 セノレ肺 結

核 患者 トノ關係

喀血患者136例 中、其甑牲症二於 テ肋膜炎ラ経

過セル者44例 、然 ラザル者92例 アリ。EPチ 肋

肋膜炎纒過牽

1實 数1%
創 製i枷
無192;6幡

言†1361100。0

IX.BSR促 進 度 ト ノ 關 係

喀 血 患 者136例 中、BSRテ 検 査 シ得 タル者109

例 ア リ。 其 ノ促 進 度 ハn14例 、a34例 、b36

例sc25例 ニ シテ、 即 チn12。9%、a31。2%、

b33.0%、c22・9%ニ シテ、今 一・般 肺結 核 患者

ノBSR促 進 度 ヲ ミル ニ、n13・9、a26・8%、b

27.5%、c31.8%ナ リ。 即 チn二 於 ク ル其 ノ%

差(一)1.O%、a二 於 ケ ル%差(十>4.3%b二

於 ケ ル其 ノ%差(十)5.5%、c二 於 ケル 其%差

(一)8.8%ナ リ。 喀 血 患 者 ノn及 ピaノ 合計 ハ

44.0%ト ナ リ。b及 ビcノ 合 計 ハ56・0%ナ ル

時 一般 肺結 核 患者 ノn及 ビaノ 合 計 ハ40・7%.

b及 ビCノ 合 計 ハ59・2%ニ シテ、即 チ喀 血患 者

ノBSR促 進 度 バー般 肺 結 核 患 者 ノ ソ レニ比 シ、

健 常 若 シ クハ弱 度 促 進 組 二於 テ増 加 シ、 強度 捉

進 組 二於 テ減 少 ス。 郎 チ喀 血 患 者 ノ赤 血球 沈 降

速 度 ハ成 績 良 好 ナ ル モ ノ梢 ≧多 キガ 如 シ。

表V皿

BSR

實 轍1 タ6

n14
1

12.9

a34 3L2

bi36 33.0

c

計

25

109

22.9

100.0

艦

§

X.経 過 ト ノ 關 係

喀 」血患 者127例 ヲ良 、 可 、不 可、大 不 可 ノ四 階級

ノ経過 二分 チ タ ル ニ、 良 二屈 ス ル者54例(42・5
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%〉 、可39例 β0・7%)、 不 可19例(15・0%〉 、

大 不 可15例(11.8%)ナ リ。 是 テー 般 肺結 核患

者 ノ良46.9%、 可28・7%、 不 可11.8%及 ビ大

不可12.6%二 比 較 ス レバ、 良 可 ノ 合 計 二於 テ

前者 ハ(一一)2.4%減 少 シ、不 可 、 大 不 可 ノ 合 計

二於 テ(十)2.4%壇 加 ス。 サ レ ド是 等 ハ 誤 差範

園 内 二屡 スル程 度 ノ差 異 ナ レバ、 経 過 ノ大 龍 ノ

良 否 ノ鮎 二於 テ ハ喀 血 患者 バ ー般 肺 結 核 患 者 ト

異 ナ ル虜 ナ ケ レ ドモ、経 過 特 二良 好 ナ ル者 ノ黙

二於 テハ ー 般 肺 結 核 患 者 二比 シ稽 畷 少 シ(爾 者

ノ差4。4%)。

表Ix

0

ー

リ

2

経 過

實 敷 1%

良 54 42.5

可 39 30.7

不 可 19 15.0

大不可 15 11.8

計 127 100.0

XI.総 括

肺 結 核患 者 総 禮 ノ31.26%ハ 喀1血患 者 ナ

喀 血 患 者 ハ1期 二厩 ス ル モ ノ 相 當 二勘 ク

(12.8%〉 、m期 二属 スル モ ノ相 當 二多 シ(42.4

%)。

3.喀 血患 者 バー一般 肺 結 核 患 者 ノ割 合 二比 シテ

喀 疾 ラ喀 出 スル 者 多 ク、 該 卒 ハ 全 禮 ノ84。6%

ナ リ◎

4.喀 血 患 者 ハ繹 口的 二排 菌 スル者 、 即 チ病 原

菌 傳 搬 ノ危 瞼 アル 者 相 當 二 多 ク、61・8%テ 占

ムo

δ.喀 血 患者 中 ニ ハ 有熱 ナ ル 者 比 較 的紗 ク、

34.6%二 當 ル。

6.喀 血 患 者 ニ シ テ結核 性家 族 病 歴 テ有 ス ル者

バー 般 肺結 核 患 者 二比 シ相 當 多 激 ニ シテ全 饅 ノ

39.7%二 該 當 ス。

7.喀 血 患 者 ニ シ テ嘗 テ肋膜 炎 テ経 過 セル者 ハ

32.4%ア リテ、該 卒 バー般 肺 結 核 患 者 ト選 ブ塵

ナ シ。

8・ 喀 血 患 者 ノBSRノ 健 常値 及 ビ弱 度 促 進 二

薦 スル者 バー 般 肺結 核 症 二 比較 シ テ多 ク(44.0

%)、 強 度促 進 組 二屡 スル者 、 一 般 二比 シ テ紗 シ

(56.0%〉 。

9・ 喀 血 患 者 ハ経 過特 二良 好 ナ ル者 バー一般 傘 二

比 シテ絹 丸勘ナ ケ レ ドモ、 全 禮 二於 ケ ル経 過 ノ

良 否 ノ瓢 二於 テハ ー般 傘 ト異 ナ ル塵 ナ シ。

其 ノ四 有熱肺結核患者呂就テ

1.緒 言

総 ジテ疾 病 二於 ケル熱 ハ病勢 ノ進 行 テ意 味 スル

モ ノナ レ ドモ、特 二肺 結 核 二於 テ然 リ トス。 肺

結 核 二於 ケ ル熱 ハ全 ク病 勢 ノ鏡像 ニ モ等 シ ク シ

テ、登 熱 ノ アル虜 必 ズ病 機 ノ進行 ヲ見 、而 シテ

病 勢 李穏 トナ レバ熱 モ亦 李 勢 トナ リ、 病機 停 止

ノ時 ハ規 則 正 シキ熱 型 テ示 ス。

抑 モ嚢 熱 ハ熱 ノ登 生 ト放散 トノ李 衡 ガ保 タ レヌ

爲 二生 ズ ル現象 ニ シテ、 熱 ノ登 生 ニ ハ温 熱 中櫃

ガ重大 ナ ル役 目 ラ演 ズ ルモ ノナ リ。

疾 病 ノ際 ノ墾熱 ハ細 菌若 シクハ毒 素 ガ温熱 申櫃

ノ抑 制 力 ヲ減 弱 セ シム ル爲 ト考 ヘ ラル。Citron

u.Leschkeハ 實 験 動 物 ノ灰 白結 節 テ破 壌 シテ

「トリパ ノゾー マ」テ感染 セ シ メ シガ趣 二駿熱 ナ

ク、 又 嚢熱 中 ノ動 物 二同 様 ノ手 術 テ施 シタ ル塵

獲熱 ハ 消咲 セ ル チ ミタ リ6帥 チ灰 白質 ハ罷 温 調

節機 關 トシ テ働 クモ ノナ ル事 ラ立 謹 セ リ。 爾 温

熱 ノ支 配 申櫃 ハ線 歌 膿 二在 リ ト考 ヘ ラル。

サ テ熱 トハ艦 温 ノ幾 何 以 上上 昇 シ タル モ ノラ指

スカバ 問題 ナ レ ドモ、 膿 温 器 テ以 テ患 者 ノ艘 温

テ測 定 ス ル際 ニハ龍 ノ部 位 ニ ヨ リテ水 銀 ノ上 昇

テ異 ニ ス ル モ ノナ リ。即 チ直腸 内検 温最 モ 高 久

次 ガ ロ中検 温 、次 ガ腋 窩 検 温 ノ順 序 ナ リ。

日本 入 ハ通 常腋 窩検 温 テ慣 習 トス。 敦 レニ シテ

モ肺 結核 患者 ノ検 濫 ハ所 謂 微 熱 測 定 ヲ目的 トナ

ス故 、 棒 歌1分 計若 シクハ30秒 計 ト銘打 チ タ

ルモ ノニ テモ腋 窩 二於 テハ5分 間 検 温 セザ レバ

正 確 ナ ラズ。
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而 シテ結 核 患 者 ノ全 ク無熱 ト樗 ス ル モ ノハ 日本

人 ニ テハ朝 夕35度8分 乃 至36度1分 、 日中36

度3分 乃 至36度5分 位 ヲ指 スベ キモ ノナ ラ ン。

余 ガ舷 二有 熱 者 トナ シタ ルハ特 別 ノ目的 ノ爲 、

禮 温37度 以 上 ラ指 セ リ。

肺 結 核 ノ熱 型 ニ ハ 「チ フ ス」檬 ノ熱 型 、稽 留性 ノ

微 熱 、叉 「マ ラ リ ア」檬 ノ熱 型 ヲ示 スモ ノ等 ア リ。

又 婦 入 ニ ア リテ ハ 月経 ノ4、5日 若 シ クハ1週

間 前 ヨ リ多 少 ノ 登 熱 アル モ ノ ア リ。 即 チ所 謂

praemenstralesFieberニ シテ、コ ノ爲 月 ノ牛

分 ハ墾 熱 ア リテ他 ノ牟 分 ハ軍熱 ナ ル婦人 モ亦 稀

ナ ラズ。

結 核 ノ熱 二關 ス ル文献 ヲ渉 猟 スル ニ、既 二1916

年 頃 二論 ぜ ラ レ タル モ ノ ノ ミニ シテ、 ソ ノ後 二

於 テハ ソ ノ大 部 分 ハ熱 ノ療 法 二就 テ述 ベ ラ レタ

ル モ ノナ リ。

短.有 熱 患者 敷

余 ノ調査セル435例 ノ肺結核患者中 ノ微熱若 シ

クハ 高熱 ラ有ス ル所謂有熱患者ハ181例 ニシ

テ、無熱者ハ254例 ナ リ(但全経過中二於 テ)。

即チ所謂有熱肺結核患者ハ肺結核患者練燈 ノ大

禮41。6%テ 占ム。

表1

全患者中ノ有熱者率

1實 敷}%

有 181 41.6

無 }264 58.4

計1435}100.0

皿 病 期 別

有 熱 患者 ノ病 状 ラT.一一G.爾 氏 ノ分 類 法 二從 ヒテ

期 別 二調 査 セル ニ、1期 二属 スル モ ノ15例(9・0

%)、 皿期51例(30.5%〉.皿 期101例(60.5%)

ナ リ。A■ny般 肺 結 核 患 者e期 別 二 見 タ ル1期

19。6%、ll期"・5%v皿 期35。9%二 比 較 ス レ

バ、1期 二於 ケル%差 く一)10、6%、R期 二 於 ク

ル%差(一)14.0%、 皿期 二於 ケ ル差(十)24.6%

ニ シテ、 即 チ有 熱 患 者 バー 般 肺 結核 患者 二比 シ

皿期 ユ屡 ス ル者 著 シ ク多 ク シテ 其 ノ過 牛籔 テ占

ム。 反 封 二1期 及 ビH期 二屑 ス ル輕 症 者 ハ 甚 グ

勘 シ。 是 肺 結 核 症 二於 ケ ル登 熱 ハ悪 兆 候 ノ最 ナ

ル モ ノナ ル事 ラ確 認 セ シ ム。

表 皿

期 別

期 實 数 %

1 15 9.0

皿 51 30.5

皿 101 60.5

計 167 100.0

IV.喀 血 ト ノ 關 係

有 熱 患 者181例 中喀 血 セル者44例(24・3%)、

喀 血 セザ ルモ ノ137例(75・7%)ア リ。之 テー般

肺 結 核 患 者 ノ喀 血 者 率31.3%二 比 較 ス レバ 其

ノ差(一)7.0%ニ シテ、 即 チ有 熱 患 者 バ ー一般 肺

結 核 患 者 二比 シテ喀 血 スル モ ノ勘 ナ シ。是 興 味

アル事 實 ナ リ。

表 皿

喀 血 者

實 鍛 %

有 44 24.3

無 137 75.7

計 181 100.0

肌 喀 疾 ト ノ關 係

有熱 患 者181例 中喀 疾1喀出者 ハ158例(87.3%)

ニ シテ、喀 疾 ラ喀 出 セザ ル者 僅 二23例(12・7%)

ナ リ。之 ラー 般 肺結 核 患 者 ノ喀 庚熔 出率78・2%

二比 較 ス レバ 差(十)9。1%ト ナ リ、 帥 チ有熱 患

者 バー般 二比 シ喀 疾 ラ喀 出 スル者 多 ク、 喀 庚 テ

喀 出 セザ ル者 ハ僅 二12.7%二 過 ギズ 。

表IV

喀 疾

實 数 %

有 158 87.3

無 23 12.7

計 181 100.0

VI。 排 菌率(経 ロ的)

有熱患者181例 中経 口的 二結核菌 ラ排泄匂 レ者

123例(68・0%〉 、 結核菌テ排泄 セザル者58例

(32.0%)ア リ。 一般肺結核患者 ノ喀疾排菌李
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53.3%二 比較 ス レバ 其 ノ差(十)14・7%ト ナ リ

テ、 有熱 患 者 バー般 肺 結 核 患 者 二比 シ テ喀 疾 中

二混 ジテ結 核 菌 テ排 泄 スル 者 極 メ テ多 シ。其 ノ

割 合 バー般 肺 結核 患 者 ノ排 菌 卒 テ100ト セバ、

有 熱 者 ノ排 菌 率 ハ126二 當 ル。

表V

排 菌 率

實 撒 %

有i、23 68.0

無58: 32.0

計1181i100.0

V∬.BSR促 進度 トノ關係

有熱肺結核患者121例 二就 キテ各経過 テ追ツテ

毎月1同 赤血球沈降速度(BSR)テ 検査 シ、健常

値(n)、 弱度促進(a)、 中等度促進(b)及 ビ強

度促進(c)二 分 チタルニ次 ノ如 シe

健 常 値(n)

弱 度 促 進(a)

中等度促進(b)

強 度 促 進(c)

5を列(4.1%)

161ii5U(13。2%)

40例133.1%)

60{列j(49。6%)

A■一・般 肺結 核 患 者 ノ 同 促 進度 テ 参 照 スル ニ
、n

13・9%、a26・8%、b27.5%及 ピc31。8%ナ

リ。雨 者 ヲ 比 較 ス レバn二 於 ケル差(一)9。8%

〈減少)、a二 於 ケル差(一)13・6%(滅 少)、b二

於 ケ ル差(+>5。5%(壇 加 〉ナ リ。 即 チー般 肺 結

核患 者 ノBSR良 好 者 即 チ健 常 値 及 ビ弱 度 促進

ノ合 計籔 ラ100ナ ル指 撒 ラ以 テ表 ハ セバ有熱 患

者 ノソ レハ約56-:一 當 ル。

表VI

BSR

實 轍1%
n 5 4.1

a
一

16 132

b 40 33.1

c 60 49.6

計 121 100.(,

吹 二無 熱患 者181例 ノBSR促 進 度 ヲ・見 レバ、

n20・4%、a35.9%、b30・9%、c12。7%ナ

リ。依 テ有熱 患 者 ト無 熱 患 者 トラ 比較 ス レバ其

ノ差 ハ愈 胤著 明 ニ シ テ、 即 チBSR良 好 ナ ル無

熱 者数 テ100ト セ バBSR良 好 ナル有 熱 者 撒 ハ

僅30二 過 ギ ズ。

郎 チ肺 結 核 症 二於 ケ ルBSR値 ハ登 熱 ト ノ間 二

重 大 ナ ル關 係 アル コ トテ想像 シ得 ベ シ。

V皿 纒 過 ト ノ 關 係

病氣 ノ経 過 ヲ良 、 可 、不 可及 ビ大 不 可 ノ四階 級

二分 チ タル ニ、 有 熱 者 ハ 良42例(25・6%)、 可

49例(29・9%)、 不 可30例(18・3%)、 大 不 可43

例(26.2%〉 ニ シ テ、 一 般 肺 結核 患者 ノ経 過 良

46.9%、 可28.7%、 不 可1L8%及 ビ 大 不 可

12.6%二 比 較 ス レバ、 前 者 ハ 良 二 於 テ 其%差

(一>21.3ニ シテ著 明 二減 少 テ示 シ、可 二於 ナ其

%差1、2%ニ シテ認 ムベ キ差 異 ナ ク、 不 可 及 ピ

大 不 可 二屍 ス ル モ ノハー 般 肺 結 核 患 者 ヨ リハ%

差 二於 テ20・1%増 加 ス。 即 チ有熱 患 者 ノ経 過

バー 般 肺 結 核 患者 二比 シ テ経 過 良 ナ ル モ ノ著 シ

ク紗 ク、 経 過不 良 ナ ル者 甚 シク多 シ。 今 一般 肺

結 核 患 者 ノ経 過 良 ナル者 ノ撒 テ100ナ ル指 敷 ニ

テ表 ハ セバ、 有熱 肺結 核 患 者 ノ経 過 良 ナ ル者 ハ

僅51二 過 キズ。

表 冊

経 過

i實 数{ %
;良

42
125・6

可 49129・9

不 可 30118・3

大不可 43{26.2

計 164}100.0

Ix.総 括

1・ 有 熱 患 者 バ ー 般 肺 結 核 患 者 中 ノ41.6%テ

占 ム。

2.有 熱 患 者 ハ其過4≧撒 ガ 皿期 二屡 スル者 ニ シ

テ、 其 ノ割 合 バー 般 肺 結 核 患 者 ノ標 準 二比 シテ

甚 グ多 シ。 即 チ肺 結 核 症 二於 ケ ル熱 ハ最 モ恐 ル

ベ キ悪 兆 候 ナ ル事 ヲ確 認 セ シム。

3.該 患 者 ノ全 経 過 中 二於 テ殆 ン ド喀 疾 テ喀 出

セザ ル者 ハ僅12・7%ニ シテ、喀 疾 喀 出者 バー 般

標 準 ヨ リ蓬 二多 シ。

4.該 患者 ノ経 口的 排 菌 卒 郎 チ病 原 菌 傳 搬 ノ危
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瞼 アル モ ノハ極 メ テ 多 ク、 一 般 肺 結 核 患 者 ノ排

菌3Xテ100ト セ バX有 熱 患 者 ノ ソ レハ126二 當 ル。

5・ 該 患 者 ハ喀 血 スル者 紗 久 一 般 患 者 ノ喀 血

傘 トノ比 ハ100:77ナ リe是 興 味 アル虜 ナ リ。

6・ 該 患 者 ハBSR良 好 ナ ル モ ノ 〈健 常 値 及 ピ

弱 度 促 進 テ示 ス者)甚 グ齢 ク シ テ、一 般 肺 結 核 患

者 ノ奪 ヲ100ト セバ、 有熱 患者 ノ ソ レハ僅 力約

56二 過 ギ ズ。 若 シ 又無 熱 患 者 ト比 較 ス レバ 有

熱 患 者ソBSR良 好 ナ ル モ ノハー一層甚少ク、 即 チ

100;30ト ナル。 の

7・ 有 熱 患 者 ノ経 過 ハ甚 ダ不 良 ニ シテ、 経 過良

二厩 ス ル者25・6%ナ リ、 叉 経 過 ノ 繕 封 的 二 不

良 ナル 者26・2%ニ シテ、 一 般 肺 結 核 患 者 ノ該

卒12.6%二 比 較 シテ甚 ダ高 卒 ナ リ。

依 テ有熱 患者 ノ44・5%ハ 豫 後 不 良 ト看 倣 シ得

くご シ
。

其 ノ五 肺結核症 中ノ零疫零出者 昌就 テ

L緒 言

喀 淡 ハ 元 來健 康 肺 ヨ リハ曙 出 セ ラ レザ ル モ ノナ

ル モ、 現 今 ノ如 キ密集 セル都 會 生 活殊 二工 場 内

生 活 者等 二於 テ ハ塵埃 ノ吸 入 ニ ヨ リ、 叉 喫 煙 等

ニ ヨ リテ上氣 道 若 シ クハ氣 管 枝 粘 膜 二絶 エ ズ慢

性 刺 戟 テ與 へ、 爲 二喀 疾 ノ喀 出 テ見 ル ∴至 ル。

サ レ ド是 等 ハ微 量 ニ シテ其 ノ性 駄 モ亦 軍 純 ナ ル

モ ノナ レ ドモ、 肺 結 核 症 ハ多 量 二特 異 ノ喀 疾 テ

喀 出 ス ル モ ノナ ル事 バー 般 ノ熟 知 スル塵 ナ リ。

サ レ ド肺 結 核 症 ノ重 症 者 ニ シテ、 爾 且喀 疾 ノ全

ク喀 出 ラ ミザ ル者稀 ナ ラ ズ。故 二喀 淡 ノ排 出 有

無 テ以 テ直 二肺結 核 患者 ノ病 駄 テ制 定 ス ルコ ト

ノ不可 ナ ル ハ論 ラ挨 タ ズ。 弦 二於 テ余 ハ肺 結 核

患 者 中、 喀疾 テ排 出 ス ル者 ト然 ラザ ル者 トハ 如

何 ナ ル割 合 二存 シ、 ∫ヨ.ソノ喀 疾 排 出 者 ハ大禮 如

何 ナ ル病 駄 テ呈 ス ル モ ノナ リヤ テ知 ラ ン ト欲 セ

リ。'

鎧.肺 結 核 患 者 中 ノ 喀 疾 喀 出 者 拳

肺結 核 患者435例 中,喀 疾 ラ喀 出 ・・ル者340例 、

全 経 過 中 二於 テ 殆 ン ド喀 淡ラ 排 出 セ ザ ル者95

例 ア リ。即 チ喀 疾 喀 出者 ハ全 肺 結核 患 者 ノ78・2

%ヲ 占 メ、 無 喀疾 者 ハ僅 二21.gi%=過 ギズe

表1

全患者 中ノ喀疲者率

有

實 数

340 782

無 .95

435

21.8

計 100.0

皿 病 期 ト ノ關 係

喀淡 者315例 テT.G.雨 者 ノ分 類 法 二從 ヒテ期

別 二分 チ タ ル ニ、1期49例(15.6%)、H瑚135

例(42.8%)、 皿期131例(41・6%)ナ リ。・今・…-A般

肺 結 核 患 者 ノ期 別 テ見 ル ニ、1期19.6%、H期

44。5%、 皿期35・9%ニ シテ、 雨 者 テ 比 較 スル

へ 前 者 ハ1期 二 於 ケ ル%差(一)4.o%ニ シテ

租 支紗 ク5fi期 二於 テ ハ%差(一>1。6%ニ シテ

差 異 ナ ク、 皿期 二於 テ ハ%差(十)5、6ニ シテ比

較 的 多 撒 ナル コ トテ知 ル。

即 チ喀 疾 喀 出者 バー 般 肺 結 核 症 ノ割 合 ト比 較 ス

ル ニ、1期 二属 ス ル所 謂 輕 症 者紗 久 皿期 二属 ス

ル重 症 者 多 シ。 郎 チ此 ノ事 實 ハ喀疾 排 出 ナル現

象 ハ肺 結 核 症 二於 ケル悪 症 候 ノー ナ ル事 テ物語

ル モ ノ ナ リ。

表 皿

實 倣

49

「r藪 「一「 頭τ 一

IV.喀 疾 中 ノ結 核 菌槍 出率

結核菌ハ喀疾中何 レノ部分ニモ不等二存スルモ

ノニ非ザ レバ、結核菌検出二當 リテハ ソノ材料

ノ採取二注意 テ要 ス。余 ハ常 二樽黄色膿様 ノ部

分 テ以 テ塗抹標本 ヲ作 リ、 チール氏法ニテ染色

鏡検 セリ。尚喀疾中ノ結核菌検出ハ同一患者ニ

テモ病状経過 ノ時期ニヨリテ必ズシモ陽性陰姓
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一定 ナ ラズ
。 依 テ余 ハ全 経 過 中毎 月2同 以 上検

査 テ行 ヒテー度 タ リ トモ結 核 菌 テ染 色 シ得 タ ル

者 テ陽性 トナ セ リ。

喀 庚喀 出者340例 申、 ソ ノ喀 疾 中 二結 核 菌 テ検

出 シ得 タル者232例 ニ シテ、結 核 菌 ラ全 ク検 出

シ能 ハザ リ シ者108例 ナ リ。 即 チ喀 疾 中結 核 菌

陽姓 ナル者 ハ喀 疲 喀 出患 者 ノ68.2%テ 占 ム。

表 皿
ノ

排 菌 卒

實 数 」%

有232168.2
1一 いF

無10831.8 き一 一一_
計1340i100.0

㌧

V.喀 疾 量 二 就 テ

喀淡喀 出患 者340例 ノ 「サ ナ トリウ ム」療 法 開始

時及 ビ「サナT・ リウム」療 法 中 止時 二於 ケ ル1日

ノ疾 量 テ 合 計 シテ 比 較 セル ニ、 治 療 開 始 時 ノ

1日 縛喀 疾 量 ハ7818cα ニ シ テ ジサ ナ トリウ ムー1

療 法 中 止時 ノ1日 総 量 ハ"'355c・c・トナ レ リ、之 ラ

ー人 當 リ1日 李均 量 ニ シテ ミル ニ、 治 療 開 始 時

二於 テハ22C.α ナ リ シガ、 治 療 中止 時 二 於 テハ

15c.α二減 少 セ リ。 但 患 者 入 院 常 時 ハ病 膿 ノ動 揺

及 ビ周園 ノ環 況殊 二氣 候 ノ攣 化 ニ ヨ リテ疾 量 ニ

モ亦 相當 二直接 影 響 テ與 フル コ トテ想像 シ、 本

調査 二當 リテ ハ必 ズ 入院 後 約2週 間後 ノ ソ レラ

以 テ治 療 観 察 開始 時 ノ喀 疾 量 トナ セ リ。

340例 ノ毎 日 ノ喀 疾 量 ハ 各 人 様 々 ニ シテ、最 モ

大量 テ喀 出 セ シ者 ハ1日400c・qナ リキ。 今 大量

喀 出者 ノ拶唖テ墾 グ レバ次 ノ女ロシ。

始(1日 量)終(t日 量)

440c.q→350c.c

250㏄ →150c.c.

130qQ→70c£,ss

180c.a→40qc.

治療 開始 後 喀疾 量 ノ著 明 二減 少 セ ル例 テ基 グ レ

バ次 ノ如 シ
。

130c.c.→Oc.c.

180qc.→40c.c,

70c.c,→0

50c.c.→0等

反 封 二喀 疾 量 ノ著 シ ク檜 加 セ ル者 テ塞 グ レバ次

ノ如 シ。

25c£ら →90c.a

20qa→60cs一 曹

3ca→60c£a

25c.c.→200c.a等

斯 ク ノ如 ク喀疲 量 ノ著 シク増 量 セ ル者 ・・敦 レモ

豫 後 不 良 ニ シテ大 部 分 不 幸 ノ韓 蹄 テ トリタ ル者

ナ リ.

即 チ喀 疾 量 ノ漸 次 減 少 テ示 ス者 ハ経 過 良 好 ニ シ

テ、 反 封 二漸 次 檜 量 スル ハ経 過 不 良 ノ兆 ナ リ。

故 二喀 疾 量 ノ増 減 テ以 テ患 者 経 過 観 察 ヒノー 指

針 トナ スハ正 二正 當 ノ事 ト云 フベ シ。

VI.有 熱 状 態

喀 疾 喀 出患 者340例 中艦 温 囁 氏37度 以 上 ラ 示

セ ル所 謂 有熱 者 ・・158例 ・存 シ、 無 熱 者 ハ182例

存 ス。即 チ此 ノ有 熱 者 ハ喀叛 排 出 者 全禮 ノ46・5

%テ 占 ム。 一 般 肺結 核 患 者 ノ 有熱 者 傘41.6%

二比 較 セ バ ソ ノ%差(十)4.9ニ シテ、 即 チ喀 疾

喀 出 者 ハ有熱 ナル者 多 キ事 ラ知 ル。

表VI

執
'凄癖、

i實 籔 、%

有158・46。5
…

無182153.5
…

言†340}100.0

V皿.喀 血 ト ノ 關 係

喀 血 ハ喀疾 排 出 者 二於 テハ如 何 ナ ル割 合 二起 ル

モ ノナ リヤ。 余 ガ観 察 セ シ喀 疾 喀 出者34`}例 中

喀 血 セ ル者115例 ア リ。喀1血セ ザ リ シ者225例 。

即 チ喀 疾喀 出者 中 ノ喀 血 セル者 ノ割 合 ハ喀 疾 者

ノ33.8%二 當 ル、之 ハ・一一一・・-bu般肺 結 核 患 者 ノ喀 血 者

表V

喀 血

…

i
_.___i

有i
實 轍 1 タゥ

1____

115
_______i

… 33.8

無i 225 … 66.2
「

計 340
…

100.0
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李31。3%二 ・比 較 ス レノ1、ソ ノノ乙差 ノ、(十)2.5%

・ニ シテ
1即 チ喀:疾喀 出 患 者 ハ喀 血 二封 ス ル格 別

ノ傾 向 テ認 メ ズ。

V匠BSR促 進 度 ト ノ 關 係

喀 庚 排 出 者 中BSRラ 検 査 シ得 タ ル者245例 ア

リ。 其 ノ正常 値 テ示 セル者(n>26例(10、6%)、

弱 度 促進(a)60例(24・5%)、 中 等 度 促進(b)

84例 β43%〉 、 強 度 促 進(c)75例(30.6%〉 ナ

リ。 今 之 ラ一般 肺結 核 患 者 ト比 較 スル ニ、(n)

13。9%、(a)26.8タ6、(b)27.5%、(c)31.8

%ナ レバ、両 者 ノ比較 二於 テ%差 前 者 ハn二 於

テ(一・)3.2%G抄 ク)、a二 方{}テ差(0)2。3%ニ

テ先 ヅ差 ナ ク、b二 於 テ差(十>6.8%ニ テ 相 當

ノ増 加 ヲ示 シ、e二 於 テ差(一)1.1%ニ テ 差 異

ヲ認 メ ズ。

表VI

BSR

實 数}%
n 26110.6
a 60}24.5

b 84;34・3

c 75130.6

計 245i100.0
1
_

卸 チ喀疾排出肺結核患者ハBSR健 常値及 ビ弱

度促進二尉 スル患者勘♪クシテr電 撃度促進二於

テ相當多 シ、強度促進二於テハ差異ナ シ。要 ス

ルニ喀疾排出肺結核患者ハ期別二於テ1期 二属

スル軽症者紗 ク、m期 二属 スル 重症者多キ製iト

略 胤一致 シテ、BSR健 常値及 ピ弱度促進 ラ示

セル塵 ノ赤血球沈降遽度値良好ナル者紗 久 良

好 ナラザル者可成 リ多 シ(サレド甚不良ナルモ

ノノ罰合バー般拉ナ リ)。

IX.喀 疾量 ト季節 トノ關係

経過良好ナル患者ハ喀疾量漸次減少 シ、経過不

良 ナル者八月 ト共二増量 スルモノナルヲ普通 ト

ス。從 テ肺結核患者 ノ喀炭量ハ季節 ノ攣遷 ト如

何 ナル關係 ニアルカテ論 ズルコトハ、先 ヅ難キ

事 二屡 ス。

サ レド場合ニヨリテハ少数例 ノ患者ニツキテモ

大 禮 ノ傾 向 ヲ窺 フ コ トハ必 ズ シモ不 可 能 ナ ラズ

ト思 惟 ス。

祠 儲 名 性 病型鵬 鍋鶴 鰻
1 女 滲.空堀

洞
323

璽
翅

707

}

385
二

38
』

990
}

1796

一

鍾

412一
2 男

一

男
一

男

堀 空洞遡 302

3 培 瀞
些 逃

}一
滲。空

洞
810 866

-

798

4「

5 男 滲。空
洞

919

三
7

女
一

男

増.空
洞 塑 鍾

一一

培 285 66 65

試 二入 院 後 数 ケ月 以 上 テ経 過 セ ル患者7名 二就

キ テt4月 、5月 及 ビb6月 ノ3ケ 月 間 二五 ル各

月 ノ喀疾 総 量 テ観 タル ニ、 上 表 二示 ス ガ如 クニ

シテ、 即 チ滲 出型 ニ シテ室 洞 テ有 ス ル者 ハ経過

不 良 ニ シテt加 フル ニ4月 、5月 及 ピ6月 ノ季

節 ハ気 候 ノ比 較 的攣 動 多 キ時 期 ナ レバ、喀 庚:量

バ ー・層j雪加 ノ傾 向 ア リ(No.1,No.4,No.5)。

又 増 殖 型 ニ シテ室 洞 ナ キ者 ハ経 過 良好 ニ シテ月

ト共 二喀 疾 量 ノ減 少 ヲ認 ム(No.7》 。

サ レ ド室 洞 テ有 ス レ ドモ増 殖 型 ニ シテ経 過 ノ極

メ テ慢 性 ナ ル者 ハ、 コ ノ3ク 月 間 毎 月絃 疾 量 二

於 テ大 差 ラ 認 メズ(No.2,No.3,No.6)。

余 ハ以 上 ノ小 撒 例 ノ成 績 二徴 シ、 凡 ソ次 ノ結 論

二到 達 ス。 即 チ喀 疾 ノ増 減 八病 型 ノ滲 出型 ナル

や増 殖 型 ナ ル ヤニ ヨ リ、 又 室 洞 ノ有 無 ニ ヨ リテ

異 ナ ル者 ニ シ テ、 各 々 ソ ノ経過 ラ異 ニ ス ル爲喀

疾量 ノ増 減 モ亦 様 々 ニ シテ、 從 テ季 節 ソ ノモ ノ

ノ:影響 テ ミル コ ト至難 ナ リ。 サ レ ドNo.2,

No.3及 ピNo.6ノ 如 キ増 殖性 ニ シテ室 洞 ラ有

ス ル者 ハ経 過 極 メ テ緩 慢 ニ シテ從 テ喀 疾量 モ毎

月 略 丸一・定 セル テ ミル。 故 二喀 度 量 ト季 節 トノ

關 係 ラ強 ヒテ論 ゼ ン ト欲 ス レバ、 即 チ増 殖 型 ニ

シテ停 止性 ノ患 者 二就 テハ 両者 ノ間 二格 別 ノ影

響 テ認 メ ズ。 批 難 二就 キ テハ 未完 ナ レバ敦 レ後

日詳:報 ル ス慮 ア ルベケクi本.章 ニカ全テハ タ ・"1喀疾
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喀 出量 ハ季 節 ニ ヨ リテ大 シタ ル影 響 テ受 クル モ

ノニ非 ザル ガ如 キ傾 向 ラ認 メ タル事 テ述 ブル ニ

止 ム。

X.輕 過 ト ノ關 係

315例 ノ喀 疾 排 出肺 結 核 患 者 ノ経 過 テ 見 ル ニ、

良組 二屡 スル者139例(44・1%〉 、可 組 二屡 スル

者93例(29・5%〉 、不 可 組 二属 スル者39例(12。4

%)、 大 不 可組 二属 ス ル者44例(14.0%)ナ リ。

表V皿

i脛 過

實 敷 %

良 139 44.1

可 93 295

不 可 39 12.4

大不可 44 14.0

計 315 100.0

今一般 肺 結 核 患者 ノ 経 過 率 良 組46.9%、 可 組

28・7%、 不 可組11.8%、 大 不 可 組12・6%二 比

較 ス レバ、先 ヅ良 組 二 於 テ 前者 ハ 梢 堪 少ク 差

(一)2.8%可 組 二於 テ ハ差 異 ナ シ。 叉 不 可 組

及 ピ大 不 可組 ノ合 計 二於 テハ 前者 ハ後 者 二比 シ

僅 二多 キ傾 向 ア リ。 即 チ喀疾 喀 出肺 結 核 患 者 ノ

経過 バー 般傘 二比 シ大 シタル 差 異 ナ キ モ経 過 良

ナル者 ハ稽 頑 少キ傾 向 ア リ。

XI.総 括

1.喀 疾 喀 出肺 結核 患 者 ハ全 肺 結 核 患 者 ノ78・2

%ラ 占 メ、 無 喀 疾 患 者 ハ僅 二21・8%二 過 ギズ。

2.喀 疾 排 出患者 バ ー般 肺結 核 患 者 ヨ リハ1期

二屡 スル輕 症 者 勘 久 皿期 二屑 スル重症 者 多 シ。

3.該 患 者 中 喀 疾 二結 核 菌 テ検 出 シ 得 タ ル 者

68。23%ア リe

4.「 サ ナ トリウ ムJ療 法 ヲ施 行 シツ ・アル患 者

ハ喀 疾 量 漸 次 減 少 スル者 ニ シテ、 一 人 ノ1日 李

均 量 ハ約7ク 月 間 二22c.qヨ リ15c鴎 以 下 二減 少

セ シメ得 タ リ。

5.該 患 者 ノ46.5%ハ 有 熱 患 者 ナ リ。 之 ハート

般 肺 結 核 患 者 二比 シテ高 卒 ナ リ。

6.該 患 者 バー般 肺結 核 患 者 ヨ リモ喀 血 ス ル者

格 別 多 キ傾 向 ナ シ。

7.該 患 者 ハBSR健 常値 及 ビ弱 度 促 進 二厩 λ

ル者 勘 ク シテ、 中等 度 促 進 者 可 成 リ多 シ。

8.喀 疾 量 ハ季 節 ニ ヨ リテ大 シ タル影 響 テ受 ク

ル者 ニハ 非 ザ ル ガ如 シ。

9.該 患 者 ノ経 過 バー 般 肺 結 核 患 者 ノ夫 レニ比

シテ特 二異 ル庭 ナ ケ レ ドモ経 過 ノ極 メテ良 好 ナ

ル者 ぞ・幾分 勘 キガ如 シ。

其 ノ宍'開 放性肺結核患者=就 テ

L緒 言

肺 結核 患者 ハ喀 疾 中 二結 核 菌 テ排 泄 スル者 ト然

ラザ ル 者 トア リ。 前者 テ 開放 性患 者"Offen・

tuberculose,,b稻iシ 後 者 ラ閉鎖 性 患 者``Geseh-

10sentuberculose,,ト 呼 ブ。

コノ開放 性 肺結 核 患 者 ハ病 源 菌 傳搬 ノ危 瞼姓 ア

ルモ ノニ シテ、 實 二結 核撲 滅 上 静1ノ 目標 トセ

フル ≧モ ノナ リ。

今 開放性 患者 二關 ス ル文 獣 ラ渉 猟 スル ニ、1929

年R・G6ddeハ 掲逸 二於 ケル 結 核 ノ撲 滅 二就

テハ實地 醤家 健 康 相 談 所 署、 療 養 所 醤等 ノ凡

ル 讐師 團燈 ノ共 力 ガ必 要 ニ シテ
、而 シテ開 放 性

患者 ノ検査 ガ先 決 問 題 ナ リ ト述 慌 著 者 ノ療 養

所 二於 ケ ル1500人 ノ肺 結 核 患 者 二 就 キ テ 開放

性 患者 テ検 査 シタ ル鼠 ソ ノ40%・ ・健 康 相 談

所 二於 テ結 核 菌 陰性 トセ ラ レ シ者 ニ シテ、 又健

康 相 談 所 ラ経 ズ シテ 入 院 セ ル 患 者 ノ60%ハ 自

身 ノ喀疾 申 二結 核 菌 ノ存 スル事 ヲ知 ラザ リシ者

ナ リ ト。

公 衆 衛 生 ノ見地 ヨ リ シテ患 者 自身 二 自 己 ノ喀 疾

ハ結 核 傳 染 力 ア リ トイ フ事 ヲ知 ラ シメ テ ク要 ア

リ ト力 読 セ リ。Ordenburg,Fr.u.Chr.Seisoff

バ ベ ル リン鐵 道療 養 所 ノ統 計 二於 テ
、 開放 性肺

結 核 患 者 トシテ入 院 セ シモ ノガ、 閉鎖 性 トナ リ

テ退 院 セ シ者 ハ1927年 ニ ハ13・5%、1928年 ニ

ハ16・1%,1929年 ニ ハ21 .7%ト 漸 増 テ示 シタ
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レ ドモ、 是 ハ治 療 日撒 ラ長 ク シタ ル爲 ナ リ ト。

省 開放 性 患 者564例 二 就 キ テ ソ ノ39%ハ 死 亡

シ、60%ハ 生 存 セ リ。 ソ ノ生 存 者 ノ中作 業 可 能

者 ハ17・4%ナ リ ト。Bltimel,KarlHeinzハ

1926年 現 在 ノ掲 逸 二於 テ ハ 開放 性 患 者 籔 ハ25

萬 人 乃 至30萬 人 ニ シテ、之 ハ死 亡 傘 ノ約3倍 ナ

リ ト◎

Kayser-PetersenJ.E.ハ 、1926年 ノ掲 逸 二

於 テ ハ、 肺 結 核 患者 ノ63%ガ 開放 性 ナ リ シ ガ

1928年 、1929年 ニハ42%二 減 少 セ リ ト。

PoelchenハCharottenburgノ 健 康 相 談 所 二

於 テ、807名 ノ開 放 性 患 者 ヲ 検 査 シ タル際 、13

例 二於 テ臨躰 的所 見 テ見 出 シ得 ザ リ シ ト。 之 レ

恐 ラ ク氣 管 枝 又 ハ氣 管 枝 毛細 管 二小 病 竈 ノ存 セ

シ爲 ナ ラ ン ト。KrausK.ハ1902年 ヨ リ1923

年 二至 ル間 ノケ ル ン市療 養 所 二於 ケル 開 放性 患

者 ノ統 計 テ ナ シタ ル結 果、開 放性 患 者 ハ侮 年30

乃 至45%ヲ 占 メ、該 患 者 ノ蓮 命 ハ 退 院 後5ク 年

澗 ニ テ決 定 シ、 ソ レ以 上 存 命 ノモ ノハ更 二生 キ

長 ラへ、 而 モ ソ ノ生 存 者 ノ82%ハ 作 業 可 能 ナ

リ ト。Breuningニ ョ レバ 開 放 性 患 者 ノ生 存期

澗 ハ李 均3.2年 ナ リ ト。

辻 川 健 次 氏 ハ 刀 根 山病 院 ノ 患 者1008人 ニ ツキ

テ、1同 ノ ミ ノ検 疾 ニ テ次 ノ結 論 ラ得 タ リ。 即

チ喀 疾 申結 核 菌陰 性 者 ハ51・8%治 癒 シ タル ニ

反 シ、 結 核 菌 陽性 者 ハ僅6。1%治 癒 セ シ ノ ミ。

爾喀 疾 申 ノ「ガ フキー 」藪 ノ大 小 ハ死 亡 率 ニ ハ大

シタ ル關係 ナ シ ト。 然 シ「ガ フキー-j9號 以 上 ノ

患 者 ノ40%ハ1ケ 月 以 内 二死 亡 セル ニ反 シ、ヨ

リ ヨキ 「ガ フ キー」者 ハ15%ノ 死 亡傘 ナ リ ト。

サ レ ドコ ノ研 究 ハ タ ツ タ1同 ノ ミノ検 疾 ノ結 果

得 タル成 績 ナ ル ヲ遺憾 トス。

遠 山 氏 ハ街 上 ノ喀 疾 ヲ探 集 シ、 ソノ9%二 結 核

菌 陽 性 ナ リ ト。 其 ノ10年 後 二於 テ川 上、笠 原 氏

等 ハ東 京 市 申 二於 テ同様 ノ實 験 ヲ行 ヒテ5%ノ

陽 性 李 テ ミタ リ ト。

以 上述 ベ タ ル如 ク開 放 性 患 者 二就 キ テ ノ研 究 ハ

多 ケ レ共 臨 躰 的所 見 ト封 比 シタルモノ甚 ダ紗 シ、

殊 二我 國 二於 テハ殆 ン ド之 テ兇 ザ ル有 様 ナ リ。

饗

π.開 放性 肺結 核 患者 ノ割合

最近3年 間 ノ湘南「サナ トリウム」入院患者435

例 ノ肺結核患者中、全経過中二於 テ喀疾中二結

核菌ヲ全 ク讃明 シ得ザ リシ者203例 、検出 シ得

タル者232例 アリ。帥 チ経 口的排菌者即チ開放

性肺結核患者ハ 全肺結核患者 ノ53・3%ラ 占ム

ルモノナルコトテ知 リ得 タリ。

表1

皿 病 期 ト ノ 關 係

開放 性 肺 結 核 患 者 ノ 病 期 ヲ ミル ニ、1期 二属 ス

ル者15例(7.0%〉 、fi期 二屡 ス ル者81例(37・7

%)、 皿期 ニノ鶉 スル者119《 列(55.3%)ナ リ。 ・今・

一一般 肺 結 核 患 者 ノ 病 期 ラ ミル ニ
、1期19・6%、

K期44・5%、 皿期35・9%ナ リ。爾者 テ比較 スル

ニ、前 者 ハ1期 二於 ク ル%差(一>12。6ニ テ著減

シ、fi期 二於 テ%差(一)6.8ニ テ 檜 加 テ 示 シ、

皿期 二於 ケ ル%差(十)19.4ニ テ著 増 テ示 ス。 即

チ開 放 性 患 者 ハ1期 二属 スル者著 シク紗 ク、ll

期 ソ レニ次 デ紗 ナ シ。 之 二反 シテ 皿期 二属 スル

患者 極 メ テ多 シ。 一般 肺 結 核 患 者 中 ノ輕 症 者傘

テ100ナ ル指 撒 ニ テ示 セバ 開放 性 肺 結核 患 者 ノ

ソ レハ69二 過 キ ズ。

表ll

期 別

期 實 鍛 %

1 15 7.0

皿 81 :翌7.7

m噛 舗 ・・gi55.3

計 215i100.0

即チ本事實 ヨリ教ヘラル ・事ハ肺結核患者 ノ喀

疾申二結核薗 テ検出 スル事ハ悪兆候 ノーニシ

テ、反封二結核菌テ検出 シ得ザルハ良好ノ兆ナ

ルナリ。

更二3、4ノ 貼二就キテ該患者 ノ通有性ラ研究
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ス レバ次 ノ女ロシ◎

-IV.登 熱 トノ 關 係

開放 性肺 結核 患 者232例 申、有 熱 者123例(53。0

%)、 無熱 者109例(47・0%)ア リ。 之 テー・般 肺

結核 患者 ノ有熱 牽41・6%二 比較 ス レバ、ソ ノ差

(+)12.1%ニ シテ、該 患 者 バー 般 肺 結核 患 者 二

比 シテ著 シ ク畿 熱 者 多 キ事 ラ知 ル.

表 皿

熱

實 撒}%

有 i12353.0}　 …　

無 {10947.0

計 ま232}100.0

V.喀 血 ト ノ 關 係

該患 者232例 中喀 血 セル者85例 、 喀 血 セ ザ ル

者147例 ア リ。 即 チ喀 血 患 者36.6%、 無喀 血 者

63.4%ノ 割 合 ナ リ。

A■一・般肺 結 核 患者 例435中 ノ喀 血 者卒 テ ミル ニ

31.3%ナ リ.故 二爾 者 テ比 較 スル ニ開 放 性 肺結

核 患者 中 ニ ハ喀 血 セル者 一 般 肺 結 核 患 者 二比 シ

テ多 ク、 帥 チ100封85ナ リ。

表IV

喀 血

レ

實 撒 ξ タ。

有} 85
垂

ξ

36.6

無i 147 ; 63.4

計1 232 i 100.0

VI.結 核性家 族病歴 トノ關係

該患者232例 中結核性疾患ラ家族病歴二有 スル

者81例(34・9%)、 同家族病歴 テ有セザルX151

例(65議%)ナ リ。

表V
".

1結 核性家族病歴

i賓 撒{%穿{i

有18コ13羅 ・9

無}151 65.1

計{332 100.0

者 ハ結 核 性 家族 病歴 ラ有 スル率 一般 肺結 核 患 者

ノ ソ レ ト異 ル所 ナ シ。

V皿.肋 膜 炎 ヲ脛 過 セ ノv者 ト ノ 關 係

開放 性患 者232例 中肋膜 炎 テ 経 過 セ ル 者 δ8例

(37.9%)、 然 ラザ ル者144例(62.1%)ア リ。 今

全 肺結 核 者 ノ 肋 膜 炎経 過 者 卒34.7%二 比 較 ス

レバ ソ ノ差k十)3.2%ト ナ リテ、 該 患 者 中sハ

肋膜 炎 ラ経 過 セル者 梢 ≧多 キ ガ如 シ。

表VI

肋膜炎(既往)
1實 鍛1

§
%

有188 37.9

無i144 62ユ

言†i232i100.0

vm.BSR促 進 度 ト ノ關 係

BSRテ 検 査 セ ル 該 患 者165例 中正 常 値(n>4

例(2・4%)、 弱 度 促 進(a)33例(20.0%')、 中等

度 促進(b)67例(40・6%)、 強 度 促 進(c)61例

(37・0%〉 ナ リ。 今 全 肺 結 核 患 者 ノBSR促 進 度

テ ミルニ、n13.9%、a26。8%、b27.5%、c

31・8%ナ リ。 爾 者 ヲ比 較 観察 スル ニ、n二 於 ケ

ル%差(一)11.5%、a二 於 ケル%差(一)6.8%、

b二 於 ケル%差(十)13.1.c二 於 ケル%差(十>

5.2ニ シテ、前 者 ハn及 ビa二 屡 ス ル者 樋 メ テ勘

ク、 一 般 肺 結 核 患 者 ノBSR良 好 者n及 ピa合

計 率 ヲ100ト セバ 開放 性 肺 結 核 症 ノソvハ55

二過 ギ ズ。

表Vll

鱒

同割合ラー般肺結核患者二就 テミルニ、同家族

病歴子有 スル者34.3%ナ レバ 開放性肺結核患

BSR

實 轍{%
n 4 2.4

a 33 20.0

b 67 40.6

c 61

一 翻一

37.0

計 165i100.0

DX.経 過 ト ノ關 係

結 核 菌 ラ排 泄 セザ ル 該 患 者 ノ経 過 テ調 査 セ ル

ニ、 良 組76例(35.0%) 、 可 組67例(30.9%)、

不 可 組34例(15.7%)、 大不 可組40例d8・4%)
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ナ リ。 一一般 肺結 核 患 者 ノ経 過 テ封 照 ス ル ニ、 良

46.9%、 可28.7%、 不 可11、8%、 大 不 可12・6

%ナ ル ヲ以 テ、前 者 ハ良 二於 テ%差(一)11・9%

ニ シ テ著 シク減 少 テ示 シ、可 組 二於 テ%差 く一)

2.1ニ テ認 ムベ キ差 ナ ク、 不 可 組 二於 テ ソ ノ差

(+)3.9%稽 ≧増加 シ、 大 不 可 組 二 於 テ ソ ノ差

5.9%ニ テ相 當 ナ ル檜加 ラ示 ス。 即 チ開放 性 肺

結 核 患者 ノ経 過 ハ良 好 ナ ル者 甚 ダ紗 ク、 不 良 ナ

ル者 多 シ。

表V皿
卿

経 過

實 激 %

良 76 35.0

可 67 30.9

不 可 34 15.7

大不可 40 18.4

計 217 100.0

X.総 括

1・ 肺結核患者 ノ53・3%ハ 経口的二結核菌テ

排浬スル所謂開放性肺結核患者ナ リ。

2。 該患者ハ1期 及 ビ皿期二屡 ス ル者勘 ク シ

テ、皿期二屡 スル者甚ダ多 シ。即チー般肺結核

結

肋膜炎テ経過 セル肺結核患者二就 テ

1.既 往二於 テ肋膜炎テ経過セル肺結核患者ハ

ー般肺結核患者中 ノ34・7%テ 占ム。

2.該 患者ハ熱、喀庚、結核菌喀出卒及 ピ赤血

球沈降速度等 ノ諸鮎 二於 テ、一般肺結核患者 ヨ

リモ成績稽 ≧不良ナ リ。 サレド経過及 ピ豫後二

於 テ特二差異ラ認メズ。

結核性家族病歴テ有 スル肺結核患者二就テ

1.肺 結核患者 ノ54.3%ハ 結核性家族病歴 ラ

有 ス。 コノ割合ハ關東モ關西モ同卒ニシテ、郎

チ家庭内ノ結核感染ハ圭 トシテ腸質二關係 スベ

ク風土、家屋ノ構造、生活様式等 ニハサ シテ關

係ナキガ如 シ。

2.同 家族病歴 ヲ有 スル患者ハ喀血 スル者多

シo

患 者 ノ輕 症 者 率 テ100ニ テ示 セバ該 患 者 ノ ソ レ

ハ69二 該 當 ス。

3.該 患 者 ノ53・0%ハ 有 熱 者 ニ シ テ、之 バー般

肺 結 核 患 者 ヨ リ高 卒 ナ リ。

4・ 該 患 者 ノ36・6%・ ・喀 血 者 ニ シテ、該 卒 バー・

般 肺 結 核 患 者ソ ソ レ ヨ リハ高 率 ニ シテ、 前 者 ト

後 者 トノ比 ハ1009blS5ナ リ。

5.該 患 者 ノ34.9%ハ 結 核 性 家族 病 歴 テ 有 ス

ル モ ノニ シテ、 該 卒 バー 般 肺 結 核 患 者 ノソ レト

同率 ナ リ。

6.該 患 者 中肋 膜 炎 ヲ』経 過 セル 者 ハ37.9%テ

占 ム。 之 レー般 二比 シテ稽 胤高 卒 ナ リ。

7.該 患 者 ハBSR正 常 値 若 クハ弱度 促進 二贋

スル 者甚 ダ鍛 ク、 一 般 肺 結 核 患 者 ノ ソ レ トノ比

ハ100封55ナ リ。 即 チ開 放 性 患者 ハ 赤 血 球赤

沈 降速 度 値 不 良 ナ ル者甚 ダ多 シ。

8.該 患 者 ハ良 好 ナル経 過 テ トル者 甚 ダ勘 ク不

良 ナ ル経 過 テ トル者 多 シ。

是期 別 二於 テ重 症 者 多 キ黙 、 有 熱 者 多 キ鮎 、喀

血 者 多 キ黙 及 ビ赤 血 球 沈 降 速 度 成 績 不良 ナル黙

等 ニ ヨクー 致 ス。

論

3・ 同患者ハ結核菌テ排出スル割合バー般肺結

核患者 ト異ナラズ。.

4.該 患者ハ病期別及 ピ赤血球沈降速度及 ピ経

過等 二於 テ比較的成績良好ナルモノ・如 シ。

喀血患者 二就 テ

1.肺 結核患者 ノ31・3%ハ 喀血 セル者ナリ。

2.喀 血患者ハ病期別 ヨリミル時ハ比較的輕症

者紗 クシテ重症者多キガ如 シ。

3.喀 血患者ハ喀疾 テ喀出スル者多 ク、而 シテ

結核菌排出傘モ亦高 シ。 。

4・ サレド喀血患者ハ登熱 スル者紗レク、赤血球

沈降速度 ノ成績良好 ノ者多 シ。

5.喀 血患者ハ結核性家族病歴 ラ有 スル者比較

的多 シ。

有熱肺結核患者二就 テ



第7號 】 長井=肺 結核症ノニ三臨駄的研究569

1.有 熱 肺結 核 患 者 バ ー般 肺結 核 患 者 申 ノ41・6

%テ 占 ム。

2.有 熱 患者 ノ過 牛 撒 ハ 皿期 二屍 シ、 全 経過 申

殆 ン ド喀疾 テ喀 出 セ ザ ル者 ハ僅12。7%ニ シテ、

喀 庚 中 二結 核 菌 ラ詮 明 ス ル者 一般 二比 シテ多 ク か

100封126ノ 比 ナ リ。

3.喀 血 スル者 比 較 的勘 ク、 一 般 肺 結 核 患 者 ト

ノ比 ハ100封77ナ リ。 是 興 味 アル塵 ナ リ。

4・ 該 患 者 ノBSR値 良 好 ナ ル者 甚 グ紗 ク、 一・

般 トノ比 ハ100封56ニ シテ、i若シ又 無i熱者 ト比

較 ス レバ100封30ト ナ ル。 即 チ肺 結 核 症 二 於

ケノ嚥 トBSRト ノ間 ニハ密 接 ノ關 係 テ解 メザ

ルヲ得 ズ。

5.有 熱 患 者 ノ約45%ハ 豫 後 不 良 ナ リ。

肺 結核 症 中 ノ喀 疾喀 出者 二就 テ

1.喀 疾喀 出肺 結 核 患 者 ハ全 肺 結 核 患者 中 ノ78

%テ 占 ム。

2・ 皿期 二属 ス ル者 多 ク、 結 核 菌 テ 喀 出 スル者

ハ約68%ナ リ。

3。 「サ ナ ト リウ ムj療 法 ニ ヨ リテ喀 疾 量漸 減 テ

認 メ、 一 人 ノ1日 李均 喀 疾 量 ハ約7ケ 月 間 二22

caヨ リ15c.q二 減 少 セ リ。

4・ 喀 疾 量 ハ季 節 ニ ヨ リテ大 シタ ル影響 テ受 ク

ル者 ニ ハ非 ザ ル ガ如 シ。

開 放 性 肺 結核 患 者 二就 テ

1・ 肺結 核 患 者 ノ約53%ハ 開 放 性 患 者 ナ リ。

2.開 放性 患 者 ハ輕 症 者 齢 ク、 一般 肺結 核 患 者

ノ輕 症 者卒 ヲ100ト ス レバ開 放 性 患者 ノ夫 ハ69

ナ リ。

3・ 該 患 者 ノBSR値 良 好 ナ ル者 勘 クー般 トノ

比 ハ100封55ナ リ。

4.該 患 者 ノ経 過 ハ良 好 ナ ル者甚 ダ砂 シ。 是 期

別 二於 テ重 症 者 多 キ鐵 、有 熱 者 多 キ貼 、 喀 血 者

多 キ黙 及 ピ赤 沈 値 不良 ナル貼 等 ニ ヨ クー 致 ス。

欄 筆 二臨 ミ、 湘 南 「サ ナ ト リウムj武 久院 長 拉 二

渡 邊 義 政 博 士 ノ御 厚 意 ラ感 謝 シ、 指 導 ト御 校 閲

トテ賜 リタ ル草 間滋 教 授 二謹 ンデ謝 意 テ表 ス。

(本論 文 要 旨 ハ昭 和8年12月 北 里研 究所 研 究 會

ニ テ畿 表 セ リ)。

肋膜 炎 ヲ経過 セル肺結核患者a關 スル主要文獄

1)上 田春次朗,帝 國海軍 二於 ケル胸膜炎 ノ研究.

結核.第 六巻.昭 和3.2)小 林義雄,青 年期 ノ結

核感染 ト肺結核號病 トノ 時間的關係.結 核.第10

卷第7號.3)谷 高五郎,胸 膜炎ト 肺結核 ト

ノ關係.岡 山醫雑.第273號.大 正10.4)室 谷

脩朗,胸 膜炎 ト肺結核殊 二結核性胸膜炎 トノ

關係.軍 磐團雑 第77號.大 正7.5)今 井金三

朗,胸 膜炎 ノ永久的豫 後 二關ス ル調査成績 ニ ツ

イ テ.海 軍 軍醫 會 雑.第28卷.大 正9.6)菅 原

佐平,海 軍 軍醫 雑.第16卷.第2號.昭 和2、7)

P. Silberschmidt, Zur Prognose u. tub. Atiologie 
der  sereisen Pleuritis B. z.  Kl. d.  Tbc. Bd. 60. 
1924.  8)  Allard,  Beitrage z.  Kl. d. Tb. Bd. 
16. 1910. 9) H.  KOster, Verhalten d. Lun-

genspitzen bei Pleuritis u. Pneumonie D. M.
W.192LNr.36.10)岡 村 三朗,肋 膜 炎 ノ

實驗 的研 究.北 越醫 雑.昭 和3.10月.11)出

井,肋 膜 炎 二 就 テ.診斷 ト治療.第3卷.第12

號.大 正15.12)田 澤鎮二,小 林正男,第 六同

日本結核病學會演説.13)川 上理一,生 物統 計

學椴要.日 本 眼科學雑.第37卷.第3號.昭 和8.3.

14)溝 淵忠雄,第 六囘 日本結核病學會演説.15)

Wilhelm Neumann, Klinik d.  Tube. Erwachse-
ner. 1930. 16) Amrein,  Uber spezielle klini-
sche Formen des  sekundar genetischen Stadiums 
der Lungentbc. Beitr.  Klin. Tbk. 65. 17)  B'er-
nard, Leon et Max Biedermann, Revue de  la 
Tbc, III. 1931. (Z. f. g. Tbc. 36. Bd. 1932).  18)
熊谷岱藏,日 本内科學 會 雑 誌.第21卷.第1號.

昭和7.19)川 村麟也,日 本醫 事新報.318號.

昭和3年9月20).倉 島正平,福 田宗雄,北 越

醫雑.昭 和3.10月.21)佐 多愛彦,軍醫 團雑誌.

第182號.昭 和3.8月.22)小 林義雄,「ツ ベ

ルク リンアレル ギー」ト肋膜 炎 結核.第9巻 .第
10號.昭 和6.23)田 澤鎮二,結 核 患者 ノ豫 後

等二關スル統計的觀 察.結 核.8卷.5號.昭 和5.

結核性家族病歴ヲ有スル肺結核患者呂關スル文職
1) Strausky, Eugen, Erfahrungen  iiher  Saug-
lingstuberc.  (Zeit f, Kinderheilk. Bd. 36. H.  2/3).

2) Nayrac P., et A. Breton, Zentb. f. g. The . 
Bd. 36.  1932. 3) Redeker, Franz, Tuberculo-
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 severerbung u.  Eugenik(Z.  Tbk. 62.  1931). 4) 
 Friedrich Curtius, Organminderwertigkeit u. Er-

 banlage  Kl. W. 1932. 177-180. 5) Friedrich
Curtius,M.M.W.1931.S.582.6)紙 野 圭 三,

家 族 間結 核 感染 ノ状 況 調 査 成績.結 核.第5卷.第

10號.昭 和2.10.7)遠 藤,黒 丸,鈴 木,結 核.

第3卷.第6號.1925.8)HeinrichMtinter,

Beitr. z.  ICI. d. Tbc. Bd. 76. H. 2/3. u. H. 4/5.
1931.9)山 川章 太朗,結 核 殊 二肺結 核.診斷 ト

治 療.昭 和8.11.

磨血 昌關 スル文厭

1) GieB, Ladislaus, Zentb. f. g. Tbc.  35 Bd. 
1931. 2) Huber, Walter, Zur Disposition  fair 
Erkrankung an Tbc. nebst Beitrag  zur  Haufigkeit 
der  tubercultisen Belastung u. d.  Lungenblutun-

gen Beitr.  Kl. Tbk. 72 147-164. 1929. 3) Mas 
Magro, F., Zentb. f. g.  Tbk. 21 Bd. 1924. 4)
鈴木佐内,肺 結核患者ノ喀血二關スル統計的觀

察.結核.第4卷.第6號.

開放性肺結核患者呂闘スル文厭

 1) H .  Godde, Zur Erfassung  und Betreuung 
 der Offentbc. D. M. W. 1929. S. 1181. 2) 

 Oldenburg, Fr., u. Chr. Seisoff, Gedanken  fiber 
 das Schicksal  offentuberculdser Eisenbahner auf 
 Grund statistischer Erhebungen Z. f. g.  Tbc. Bd. 
 36. 1932. 3)  Bliimel, Karl Heinz, Die  Zahl 

 d. Offentbc in Deutschen Reich Z. f. g. Tbc. Bd. 
 26. 1927. 4)  Pohlmann, Karl,  Uber  Zahl u. 

 Lebensdauer der Offentbc.  (Tuberkul.-Fiirs.-Blatt 
 Jg. 13. H. 7. 1926). 5) Poelchau, Uffene 

 Lungentuberc. ohne klinische  Befund. Tubercu-

lose 11.  25-28(1931). Z. f.  g Tbc. Bd. 35.  1931. 
6) Cekalov,  F..  Uber den verschiedenen Verlauf 
der  bacillaren u.  nichtbacilliren Form der Lun-

gentbc. Zentb. f. g. Tbc. Bd. 27. 1927. 7) 
Kraus, K.,  Uber das Schicksal  Offentuberculaser 
in 25  Jahren(Beitr. z.  Kl. d. Tbc. Bd. 67. H. 4. 
1927). 8) Braeuning, Die Lebensdauer u.  Zahl
d.Offentbc.(Z.f,g.Tbc.Bd.27.1927).9)

辻 川 健 次,喀痰 中 ノ結 核 菌 ト肺 結 核 ノ豫 後.結 核.

第6卷.昭 和3.




